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平成２９年第２回高森町議会定例会（第１号） 

 

平成２９年６月８日 

午前１０時００分開会 

 於    議    場 

１．議事日程 

 町長あいさつ 

 開会（開議）宣告 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

         １番 牛嶋津世志君 

         ３番 後藤 三治君 

 日程第 ２ 会期の決定 

      （１） 会 期 （９日間） 

            自 平成２９年６月 ８日 

            至 平成２９年６月１６日 

      （２） 会期及び審議の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第 ３ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いて 

日程第 ４ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いて 

  月  日 会議の種類 備     考 

６月 ８日（木） 本会議 議案審議 

６月 ９日（金） 休 会 文教厚生常任委員会 

６月１０日（土） 〃  

６月１１日（日） 〃  

６月１２日（月） 〃 総務常任委員会 

６月１３日（火） 〃 建設経済常任委員会 

６月１４日（水） 〃 地方創生委員会 

６月１５日（木） 本会議 一般質問 

６月１６日（金） 〃 委員長報告・採決 
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日程第 ５ 報告第 １号 繰越明許費に係る繰越計算書の報告について 

日程第 ６ 報告第 ２号 一般社団法人「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の経営状況の報

告について 

日程第 ７ 議案第３９号 高森町税特別措置条例の一部改正について 

日程第 ８ 議案第４０号 平成２９年度高森町一般会計補正予算について 

日程第 ９ 議案第４１号 平成２９年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いて 

日程第１０ 休会の件について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（９名） 

１ 番  牛 嶋 津世志 君        ３ 番  後 藤 三 治 君 

４ 番  興 梠 壽 一 君        ５ 番  芹 口 誓 彰 君 

６ 番  立 山 広 滋 君        ７ 番  森 田   勝 君 

８ 番  本 田 生 一 君        ９ 番  田 上 更 生 君 

１０ 番  佐 伯 金 也 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

町    長  草 村 大 成 君   教 育 長  佐 藤 増 夫 君 

総 務 課 長  佐 藤 武 文 君   生活環境課長  田 上 浩 尚 君 

会 計 課 長  古 澤 要 介 君   住民福祉課長  佐 伯   実 君 

健康推進課長  阿 南 一 也 君   税 務 課 長  松 本 満 夫 君 

農林政策課長  後 藤 健 一 君   建 設 課 長  沼 田 勝 之 君 

政策推進課長 
  馬 原 恵 介 君   教育委員会事務局長  東   幸 祐 君 兼TPC事務局長 

監査委員事務局長  安 方   含 君   政策推進課審議員  橋 本 俊太郎 君 

教育委員会審議員  古 庄 泰 則 君   農林政策課審議員  荒 牧   久 君 

TPC事務局次長  岩 下   徹 君   総務課総務係長  岩 下 雅 広 君 

総務課財政係長  代宮司   猛 君 
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５．本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名） 

議会事務局長  安 藤 吉 孝 君   議会事務局庶務係長  山 田 耕 生 君 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） おはようございます。 

会議に先立ち、町長の御挨拶をお願いします。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） おはようございます。 

平成２９年第２回定例会を招集いたしましたところ、議員の皆さま方には大変御

多用中にもかかわらず御出席いただき、誠にありがとうございます。 

御承知のように５月の中旬ぐらいから長く晴天の日が続きました。水不足もしく

は全国各地で発生いたしております火災の発生を大変心配をしていたところでござ

います。７日に梅雨入りしたということで、これはある意味恵みの雨と言えるので

はないかというふうに思っております。 

また、一番懸念されます梅雨時期でございます。これから晴れが続いた反動でま

た激しい雨が降るのではないかというような御心配がなされるというふうに思って

おります。昨年の熊本地震から１年２カ月をたちました。まだまだ被災者の方々は

大変な思いをなされているところでございますし、各阿蘇郡市内もそうでございま

すが、熊本市や、その近郊の自治体の仮設住宅等々で生活なされている方々ともお

話をさせていただく中で、やはり高森が被災が少なかったとかではなく、今後の防

災の対策に関しては、今回の熊本地震の各自治体の経験を踏まえ、また私たちの経

験を踏まえた新しい計画を作らなければいけないというふうに考えております。そ

のことで、早速新たな防災計画を取りまとめましたので、来週には防災会議を開催

をいたしまして、対策をとっていく予定にしております。 

また、議会のほうでお認めになっていただきました本年度当初予算で、防災情報

システムの導入というところでございます。既に設置が終わりました。今まで以上

の対策がとれるものというふうに思っております。 

また、このシステム、機械に関しましては、なぜこれを導入したのか、そして過

去の、今までのものとここが違うと。そしてそれが受け手側、住民の皆さまにとっ

ては安心につながる、そして安全につながるというところ。そして、自治体、行政

側としてはスピード感をもった対応ができるということに尽きるというふうに思っ

ております。 

たかもりポイントチャンネルや広報、もしくはＳＮＳを使いまして、しっかりで

すね、住民の皆さま、もしくは高森町はこういう対策をとっているということを担

当の職員の方々はこれからしっかり御提示していくというふうに思っております。
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１００％ではございません。このシステムを導入したから何かをやったから１００

防げることはございません。当然１００を目指してやっていかなければいけない中

で、一番大事なのは自助、共助、ここをしっかり広報をし、そして各地域でこの防

災のことに関しての知識の向上、意識の向上に努めていただく、そのためには駐在

員さん、区長さん、そして地域の代表であられます議員さんにも、これまで以上の

御協力をいただかないと、これから先の人口減少が著しく進む中での対策というの

はとっていけないのではないかというふうに思っておるところでございますので、

引き続き御協力をお願いしたいというふうに思っております。 

また、懸念なされております南阿蘇鉄道に関しましては、議会のほうも早速南阿

蘇村と同時に共同で委員会等を作っていただきました。協議会等を作っていただき

ました。大変心強いわけでございます。 

現在新聞等で報道があっておりますが、まだ財源が確定したわけではございませ

ん。国がどの程度支援をしていただくかというのは確定いたしておりません。しか

しながら、現時点、この６月、７月が来年度予算もしくは財務省のシーリングが８

月ですので、ここはやはり攻めるところ、そしてしっかり議論を積み上げるところ

だというふうに思っております。その基礎が、南阿蘇再生協議会、熊本県田嶋副知

事を協議会長とする再生協議会、そして協議会で出た意見を、広域の公共交通網策

定の委員会に投げると。そして、南阿蘇鉄道を中心とした公共交通網の策定に極め

て近づくように議論を出し合うと。その中で、各地域の代表の方、住民の方も入っ

ていただいておりますし、またそこには議会議員の皆さまは入られておりませんの

で、逆に言いますと、今回の高森町議会のスピード感ある動きということに関しま

しては、やはり本当に評価に値するものでありますし、感謝申し上げたいというふ

うに思っております。 

１年間できることはすべてやってまいりました。自信を持って持続可能な会社で

あって、そして南郷谷、南阿蘇になくてはならない公共交通鉄道ツールの一つであ

って、なおかつ大きな観光の施策の中心となる南阿蘇鉄道というところをしっかり

打ち出してまいりました。これからは公共交通網策定の中でですね、高森町のプラ

ン、南阿蘇村のプラン、そして各民間業者さんの提案等をしっかりその中で議論を

して、最終的にそこで出た答えを今度は逆に協議会に答申、そしてそれを国にとい

う形になります。 

これから、議会の皆さまにはいろんな御相談をしなければいけないと思います。

報道上で、今のままのことが実現すれば、６０億円、７０億円かかるお金の約２.
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５％が自治体の負担になると。すなわち非常に１億５,０００万円ぐらいの形にな

るかと思いますが、それでも甚大な被害の南阿蘇村にとっては大きな金額だし、高

森町にとってもそうでございます。できる限りですね、これをさらに認めていただ

けるような提案を出してまいりたい。そして国民の皆さまに、税金を投入して復活

していただいた暁にはこういう形がお見せできると。そのことは県の発展にもつな

がる、九州の発展にもつながる、ひいては国の観光施策の大きな一つの形にもなる

と。そして過疎自治体、人口減少の中で、やはりそこの地域に住まれている方に関

してのこの交通の手段としての一つの大きなモデルにもなると。何が何でも再生す

るんだというところをしっかりこれから訴えてまいりたいというふうに思っており

ます。 

また、阿蘇町村会、田上議長にも大変お世話になっておりますが、町村会のほう

でもですね、評議員であったり理事であったり、役職を、私も２期目になりまして

仰せつかることが多くなりました。そういう中でお仕事も増えているわけでござい

ますが、できる限り、議員の皆さまと議論をしながら、そしてしっかり政治として

の結果を出すところは出していかなければいけないというふうに思っておるところ

でございます。 

今定例会に御提案いたします案件は、諮問２件、報告２件、条例改正及び補正予

算に係る議案３件、計７件でございます。よろしく御審議をいただき、御決定賜り

ますようお願い申し上げ、御挨拶といたします。 

○議長（田上更生君） どうもありがとうございました。 

ただいまから、平成２９年第２回高森町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（田上更生君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１番 牛嶋津世志君、３

番 後藤三治君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（田上更生君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

会期の決定については、議会運営委員会に付託してありましたので、委員長の報

告を求めます。議会運営委員長 立山広滋君。 
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○議会運営委員長（立山広滋君） おはようございます。６番 立山です。 

会期の報告を申し上げます。 

議会運営委員会に付託されておりました平成２９年第２回高森町議会定例会の会

期につきましては、本日６月８日から６月１６日までの９日間と決定しておりま

す。 

以上、報告を終わります。 

○議長（田上更生君） 議会運営委員長の報告のとおり決定したいと思います。御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。よって、会期は本日から６月１６日まで

の９日間と決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（田上更生君） 日程第３、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて、提案理由の御説明を申し上げます。 

現在人権擁護委員の佐藤謙二氏は、平成２６年１０月から同委員として人権擁護

行政に御尽力、御協力をいただいておりますが、その任期が本年９月３０日をもっ

て満了するため、改めて人権擁護委員候補者に御推薦するものでございます。同氏

は人格、識見高く、広く社会の実状に通じるとともに、人権擁護についての理解も

深く、人権擁護委員として適任者でございますので、人権擁護委員法第６条第３項

の規定により議会の御意見を求めるものであります。 

よろしく御審議いただき、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の

説明といたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

てを採決します。 

お諮りします。本件については、適任とすることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、諮問第１号、人権擁護委員

候補者の推薦につき意見を求めることについては、適任とすることに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（田上更生君） 日程第４、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて、提案理由の御説明を申し上げます。 

現在人権擁護委員の二子石竹徳氏は、平成２６年１０月から同委員として人権擁

護行政に御尽力、御協力をいただきましたが、その任期が本年９月３０日をもって

満了するため、その後任として、高森町大字永野原１０８８番地、後藤政藤氏を推

薦するものでございます。 

同氏は人格、識見高く、広く社会の実状に通じるとともに、人権擁護についての

理解も深く、人権擁護委員として適任者であり、人権擁護委員法第６条第３項の規

定により議会の意見を求めるものであります。 

よろしく御審議いただき御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説

明といたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ
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てを採決します。 

お諮りします。本件については、適任とすることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、諮問第２号、人権擁護委員

候補者の推薦につき意見を求めることについては、適任とすることに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 報告第１号 繰越明許費に係る繰越計算書の報告について 

○議長（田上更生君） 日程第５、報告第１号、繰越明許費に係る繰越計算書の報告に

ついてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） おはようございます。 

報告第１号で報告をいたします。繰越明許費に係る繰越計算書の報告について、

提案理由の説明を申し上げます。 

平成２８年度高森町一般会計予算の繰越明許費は、別紙、平成２８年度高森町繰

越明許費繰越計算書のとおりでございまして、平成２９年度に繰り越しをいたしま

したので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告を申し上げます。 

繰り越しをいたしました内容については、お手元の計算書のとおりでございまし

て、平成２８年度第１０号及び第１１号の予算の中で繰越明許の報告をさせていた

だいております。繰り越しました総額につきましては３億４,８９３万７,０００円

でございまして、ほとんどが直接的・間接的に熊本地震の影響を受けたものとなっ

ております。 

既に災害復旧費につきましては、工事については完了をしておりまして、検査を

する段階になっておるところでございます。 

以上、詳細につきましては、担当課・局のほうから御質問があれば説明をさせて

いただきたいと思います。 

以上、報告いたします。 

○議長（田上更生君） ただいま報告が終わりましたけれども、本件につきましては、

報告事項ではございますけれども、質疑があれば質疑を許可いたします。 

質疑はございませんか。ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 
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これで、報告第１号、繰越明許費に係る繰越計算書の報告についてを終了しま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 報告第２号 一般社団法人「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の経営状況の報告に

ついて 

○議長（田上更生君） 日程第６、報告第２号、一般社団法人「ＴＡＫＡｒａＭＯＲ

Ｉ」の経営状況の報告についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） おはようございます。 

報告第２号で提案いたしました一般社団法人「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の経営状

況につきまして報告いたします。経営状況の報告を行います前に、「ＴＡＫＡｒａ

ＭＯＲＩ」の概要につきまして、昨年９月の定例会において一般質問をいただいて

おりますが、改めて説明させていただきます。 

平成２８年６月７日に設立をいたしておりまして、事業年度は１月１日から１２

月３１日までとなっております。昨年度は６月７日の設立ということで、約半年間

の事業年度となっております。申告書の提出期限というのが事業終了年度の日の翌

日から２カ月以内ということですから、２月末までに申告納付をしなければいけな

いんですけれど、設立初年度ということもありまして、申告書提出期限を１カ月間

延長いたしておりました。そのため、３月の定例議会では報告することができなか

ったことを申し添えたいと思っております。 

それでは、経営状況につきまして報告いたします前に、添付書類のカラー刷りの

やつをお開きいただければありがたいんですけれど。 

加速化交付金事業概要説明書につきまして、若干「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」につ

いて説明をさせていただきたいと思います。お手元にあると思いますが、この資料

になります。よろしいでしょうか。 

この資料は加速化交付金事業につきまして、県内の取組事例を県のホームページ

で紹介しているものでございます。 

本町の事業といたしましては、そこの一番上にありますとおり、観光立町推進人

材育成事業及び地域資源を活用した商品開発と新規販路開拓事業ということでやっ

ております。 

地域の背景課題ということで、課題といたしましては、物産・観光ともに有効活

用できる地域資源を保有しているが、まだ十分に生かし切れていない。それから、
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年間１,５００万人もの観光客が阿蘇地域に訪れておりますが、８０万人程度、約

５.３％しか誘致していないというのが大きな課題になっております。 

取り組みの概要といたしましては、そこの１番から７番ということで、後ほど詳

しく説明をさせていただきたいと思います。 

「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」につきましては、高森町の観光振興や移住促進などに

取り組む一般社団法人「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」ということで設立をさせていただ

いております。地域おこし協力隊の４人が活動の中心でございまして、湧水トンネ

ル公園前にウォーターフォレストというレストランをオープンしております。お土

産の販売や地元食材を使った料理を提供しております。 

それから、右のほうにまいりまして、主なやっておりますこととしては、商品開

発、体験プログラム「高森じかん」の実施ですね。それから、今後につきまして

は、ホームページやソーシャルネットワーキングサービス、ＳＮＳですね、地域の

情報を多言語化、そして情報発信いたしまして、インバウンド対策にも力を入れて

いきたいと思っております。 

１枚めくっていただきますと、地域おこし協力隊のメンバーとそのやっているこ

とを紹介しておりますので、後ほど御覧いただければと思います。 

では、早速事業報告に入ってまいりたいと思いますので、議案のほうに戻ってい

ただければありがたいと思っております。 

事業報告につきましては、１ページめくっていただきまして、ここに書いてあり

ますとおり「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」は高森町観光立町推進計画に基づきまして、

観光まちづくりの中核機関として戦略的かつ総合的に地域の魅力を高めることによ

り、地域資源を活用した観光及び物産の振興並びに交流人口の増加を図り、もって

地域経済及び地域社会の活性化に寄与すること、これは定款の第３条になるんです

けど、を目的としております。 

ただ、法人設立に動き出していた矢先の、平成２８年４月に熊本地震が発生いた

しまして、震災直後には観光収入が約８割の減になっております。結果的に、法人

の設立が６月に延期されたというのはこの状況もありまして、事務所の開設、飲食

店の開店時期を見合わせざるを得ない状況となっております。 

震災を受けまして、当初の地域おこしだけではなく、震災復興目的も兼ねた組織

運営を実施することといたしまして、具体的には事務所の運営であったり体験プロ

グラムの実施、高森の食材を使った飲食店の運営、商品開発、ゲストハウスの改

修、各種イベントへの参加を実施いたしております。 



 

－14－ 

続きまして２ページのほうに入ってまいります。 

事業の概要につきまして説明をさせていただきます。 

１番目に事業の運営といたしまして、イベント企画事業といたしまして、大きく

２つ行っております。７月３１日です、これは南阿蘇鉄道復興イベントを行いまし

たのですが、その日に「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の駅前事務所の開所式を行ってお

ります。それから１２月４日に、「スマイリーフラワー、高森町に笑顔の花を咲か

せましょう」ということで、アーティストの村上隆氏のバルーンアートをもとに、

湧水トンネル公園を使いましてイベントを実施しております。イベント当日は悪天

候にもかかわりませず、約１,５００名の集客があっておりまして、昨年１２月の

入込客数、１２月１カ月でございますけれど上回ったというのがございます。 

運営事業といたしまして、高森町お土産販売市場調査というのをとっておりま

す。これは各イベントや物産展等に出かけていきまして、高森の特産品であったり

「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」のほうで開発されました商品等を一応販売というのを試

みております。一応７月から１１月まで７回、７イベントに出席させていただきま

して、売り上げが１３９万円ございました。 

１ページめくっていただきたいと思います。 

それから、移住・定住研修を行っております。これは高森町における地域活性化

のための手がかりを発見するために、熊本大学建築学科の研究室と共同で意識調査

を行いまして、移住に関する経緯や問題点、今後の課題等を検討を行っておりま

す。 

それから、お土産開発プロジェクトということで、草部のほうでダチョウを飼育

されておりますので、その卵を使ったお菓子づくりであったりとか、あとは町内で

いろいろ物産を販売されておりますが、それのパッケージを統一してはどうかとい

うことで、パッケージ開発のワークショップ等を行っております。 

それから、バスツアーがございまして、これは高森に来られますイベントであっ

たりとか観光目的で来られる、それに対するお土産ということで７７４個、延べで

販売させていただいております。 

その他といたしましてはですね、８月の夏休み中に、夏休みの自由研究のお手伝

いとして、熊本大学建築学科と連携いたしまして、小学生を対象に折り紙建築ワー

クショップというのを行っております。 

それから２番目に、体験プログラムの構築・運営ということで、１６イベントを

行っております。これは高森じかんと、それ以外のものもございまして、一応中に
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は中止もありますので、実施したのが１６で、延べ参加人数が約２２０名というこ

とになっております。 

それから、店舗運営の事業でございます。メニュー開発事業ということで、メニ

ューだけではなくお土産も含めた開発ということで、南阿蘇鉄道復興パスタという

ものをですね、日本製麻の企業協力で商品開発をしております。これは現在も販売

をさせていただいております。それから、ヒゴムラサキのスープです。これはヒゴ

ムラサキの一般的な市場には出せないようなやつを焼きナスにしてスープにして開

発しております。これは、熊本宝物コラボグランプリにおいて敢闘賞を受賞いたし

ました。それから根子岳カレーです。これもヒゴムラサキや赤牛にお水を加えなく

て、南阿蘇で育ったトマトのみでカレーを作りました。これは熊本市のイケダ食品

さんと共同開発をいたしまして、これにつきましては、ジオパークブランド認定審

査会で最優秀賞に輝いております。それから赤牛炙り丼です。これは東京ドームで

行われました御当地どんぶり選手権に高森町飲食店組合を代表して出展させていた

だきました。結果といたしましては１６団体中１１位という結果にはなりましたの

ですが、売り上げについては１６団体中８位ということで、まあ半分までにはくい

込んだというところでございます。 

それから、レストランウォーターフォレストの運営ということで、８月１日に開

店させていただきまして、これは地域おこし協力隊のシェフが中心になりまして、

地元食材を用いた安心・安全の料理を提供させていただいております。 

それから、１ページめくっていただきます。 

４番目に、地域特産品開発事業とございます。草原の小さな宝物という絵本を開

発しております。これも、先ほどのカレーと一緒で、ジオパークブランドの認定商

品となりました。それから南郷檜を使いましたオイルの試作費もやっております。

これはですね、これから量産体制をしていきますので、その備品の購入であったり

とか、ディスプレイパッケージの制作をさせていただいております。それから、空

き店舗、ゲストハウスの改修事業も行っております。 

続きまして６ページのほうに入ってもらいたいと思います。 

庶務の概要ということで、役員につきましてはここに明記しております５名の方

でございます。代表理事は草村町長に務めていただきまして、あと理事に観光協会

長の後藤巌氏、それから熊本大学の本間里見准教授、それから熊本学園大学の吉川

晃史准教授、それから監事といたしまして肥後銀行高森支店の宮窪則和支店長にお

願いしております。 
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地域おこし協力隊につきましては、先ほどの２名等を含めまして４名おりまし

て、一応大野、古賀、浦津、加藤というのがそれぞれの役割を果たしております。 

それから１ページめくっていただいてよろしいでしょうか。 

６番目に、補助金・援助金ということで、地方創生加速化交付金が内閣府のほう

から３,２００万円、それから町補助金として高森町から５００万円、一応「ＴＡ

ＫＡｒａＭＯＲＩ」のほうに交付されております。 

ここで、町補助金の５００万円についてふれさせていただきたいと思います。今

までの御説明の中でですね、一応今回、こういった議会のほうで説明する団体とい

うのは地方自治法に明記されておりまして、その中で、公共団体が資本金、基本

金、その他これに準ずるものの２分の１以上を出資している一般社団法人について

は議会のほうで運営状況について報告するという義務がございます。その中で資本

金という言葉が出ております関係で、資本金という説明をちょっとこれまでいたし

たかもしれませんけど、予算上でいけば一応補助金という形をとらさせていただい

ておりまして、補助金と資本金の違いというのは、補助金につきましては、取りあ

えず事業をする上で、町のほうで補助をいたしましょうということです。資本金、

出資金となりますと、町のほうが一般的には貸すというイメージになるのですか

ね。一応その資本金があるので、それをもとに営業をやってくださいということな

ものですから、そういったことで、一応補助金と資本金の違いがありますけれど、

「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」のほうとしては一応補助金という形で認識をしておりま

すので、その旨御了解をいただきたいと思っております。 

続きまして、また資料が前後いたしますけれど、先ほどのカラー刷りの後ろにあ

ります財務諸表のほうをお開きいただきたいと思います。頭のほうがこうなってお

りますので、先ほどのカラー刷りの後ろになっております。 

財務諸表に基づきまして、昨年度の事業費につきまして説明をさせていただきた

いと思います。 

まず、１ページをめくっていただきまして、貸借対照表になります。これが大ま

かな１年間のお金の流れになっております。今現在といいますか、１２月３１日現

在で、現金預金のほうが１,５３２万５,３４２円です。それから、売掛金、貸倒引

当金、他の資産を含めまして、前渡金も含めまして、流動資産の合計が１,８６７

万２,３０８円となっております。これに固定資産を掛かっておりますので、財産

といたしましては１,９５４万５,１４７円となっております。 

負債のほうといたしましては、一応買掛金未払費、預り金としまして４７万９,
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１８５円、それから長期未払金７０万円の１１７万９,１８５円ということで、こ

の長期未払金の７０万円というのが、要はそこの下の基金の４３０万円というのが

あると思うんですけれど、一応これが補助金の５００万円のうち、７０万円を昨年

度は使っておりますと。残り４３０万円は現金として残っておりますということ

で、ここに明記をさせていただいておりますけれど、これにつきましてはですね、

基金という形を貸借対照表ではとっておりますけれど、預金という考え方で思って

いただければと思います。 

正味財産合計等合わせて、一応１,９５４万５,１４７円というお金の流れになっ

ております。 

それから、あとは後ほど見ていただきたいと思いまして、めくっていただきまし

て、財務諸表に対する注記というのが２枚めくった後に付いております。ここを御

説明させていただきたいと思います。４番目の固定資産の取得価格、減価償却累計

額及び当期末残高ということで、機械装置を８９万１,４１０円のほうで買ってお

ります。これで減価償却をした残りが当期末の残高ということで、これが資産の合

計になっております。 

それから、先ほど申しましたとおり、補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減

額及び残高ということで、これにつきましては、国の補助金のほうが３,２００万

円ありまして、１２月までで１,８０６万３,６８１円事業として執行しておりま

す。１２月残段階では１,３９３万６,３１９円残っております。これの報告につき

ましては来年度になるんですけれども、一応３月までで国からの補助金ということ

で、これは執行を終わっております。 

それから、「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」につきましては５００万円につきまして、

１２月までに７０万円使いまして４３０万円ということで、これにつきましても、

年度末には一応まだ５００万円のほうに、また元に戻っているということで、詳し

くはまた数字が整いました後に報告することになるかと思います。 

それぞれの細目につきましては、片袖開きです、Ａ３になっているやつで御説明

をさせていただきたいと思います。一応、大きく収益目的事業と公益目的事業に分

けさせていただいております。この収益目的事業のほうが駅前の事務所及びレスト

ランの売り上げになります。公益目的事業というのが、これは要は補助金を使った

事業ということでございます。 

収益目的事業の収入計が６７１万２,３２５円です。それから、公益目的事業の

ほうは、これは合計すると一応３,２００万円になっております。ということで、
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合計の３,８７１万２,３２５円という数字になっております。 

支出のほうが、ずっと下、２番の②のところになります。ここの事業活動支出計

というのがございます。支出計が収益目的事業につきましては６３２万１,０５９

円ということで、要は収入から支出を引いた残りが３９万１,２６６円になってお

ります。 

公益目的事業につきましては、収入が３,２００万円でございまして、支出のほ

うが合計いたしますと、１,８３０万６,７３３円となっております。残りが１,３

６９万３,２６７円ということで１２月までにはなっております。 

ここで先ほどの備品を購入した額というのが出てまいりまして、トータルをいた

しますと、一番最終行に出てまいります。次期繰越収支差額ということで、収益目

的事業のほうが３９万１,２６６円です。公益目的事業の計が出ておりませんもの

ですから、この計が１,２８０万１,８５７円ということで、その差額合計が１,３

１９万３,１２３円ということになります。 

この数字から分かりますように、やはり初年度でありまして、震災もあった関係

で売り上げは６７０万円程度あったものの、やはり収支額となると３９万１,００

０円ということで、まだまだ頑張りが足りてないというのがこれで分かるかと思い

ます。今年度につきましては、この課題を解消すべく、今「ＴＡＫＡｒａＭＯＲ

Ｉ」及びウォーターフォレスト、それから地域おこし協力隊一丸となって頑張って

おりますので、今後も御支援・御助言をいただきますとともに、今後も逐次報告さ

せていただきたいと思います。 

以上で報告を終わります。 

○議長（田上更生君） ただいま報告が終わりましたけれども、この件につきましても

報告事項ですが、質疑があれば質疑を許可いたします。 

質疑はございませんか。４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） おはようございます。４番 興梠です。 

私のほうから、３ページの体験プログラムの構築、要するに今御説明がありまし

た高森じかんについてですね、２、３点質問をしたいと思います。 

この体験プログラム、高森じかんについてですが、この高森じかんは、案内では

高森らしい時間を体験してもらいたいというような企画・立案でされております。

我が草部北部におきましても、清栄山プチ登山それから高森地区におきまして、樹

齢７、８００年の大公孫樹のもとで田楽の体験といった企画等で参加をさせていた

だいております。 
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現在、今説明がありましたように、昨年から一般社団法人となった「ＴＡＫＡｒ

ａＭＯＲＩ」においてですね、今後この高森じかんの事業方針といいますか、事業

計画について、今後どのような計画をお持ちかお願いをしたいと思います。 

それから、財務諸表について、今詳しく説明がありましたけれども、資産とか負

債、それから正味財産について、設立当時に説明があったかと思いますけれども、

事務局ですね、どこで管理されておるのか、詳しく説明をお願いしたいと思いま

す。 

それから、この正味財産、基金それから現金・預金というんですかね、１,４０

６万５,９６２円、かなり高額ですけれども、少し説明をいただきたいと思いま

す。それと、未払金の７０万円、これについても少し説明を、どのようなことで利

用されるのか、説明をお願いしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） ４番の興梠議員の質問にお答えさせていただきたいと

思います。質問がちょっと多くなったので、その都度その都度確認させていただき

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

まず、高森じかんについて１点目はお尋ねであったと思います。高森じかんにつ

きましては昨年の秋が約１４のプログラム、それから今年の春が約１０プログラム

実施しております。これまでは、やっぱり補助金事業というのもありましたもので

すから、その補助金事業という形でも実施させていただいておりました。しかし、

これからは「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の独自事業となりますので、やはりどうして

も採算性というのを考慮する必要が出てまいります。今後は、今まで行っておりま

した事業の内容を精査させていただきまして、やはり収益性だったりとか、外部か

らの訪れるお客さんが多い事業とか、高森町内の方が来られるのも、それはそれで

いいんですけれども、やはりどうしても高森を知ってもらいたいということで、町

外の方にもアピールいたしまして、そういう方々が多く参加していただける事業と

いうのをですね、取捨選択いたしまして、事業内容をまた精査をして、それから継

続を検討していきたいと思っております。 

地域住民に御協力をいただいております事業もありますので、今後の事業につき

ましては、関係者との協議であったりとか収益性を考慮いたしました料金設定であ

ったり事業内容にしたいと思っておりますので、今後につきましても御協力をよろ

しくお願いしたいと思います。 

それから、２番目につきましてはですね、一応事業の主体はどこでという御質問
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であったかと思うんですけれど、一応これは駅前に「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の事

務所がございますので、そちらのほうで一応行っております。一応、その地域おこ

し協力隊のほうが主体となってやっておりまして、どうしても地域おこし協力隊も

ですね、休みというのは取らなくてはいけませんものですから、そういった関係で

うちの職員も補助という形で、メインは地域おこし協力隊で、補助が役場職員とい

う形を今のところはとっているところでございます。 

それから、金額が高額だということで、その点についても御心配であるかと思う

んですけれど、この金額につきましてもやはり地域おこし協力隊任せであります

と、やはり公金も一部ありますので、それにつきましては、役場と協力隊が相互で

お互いを管理といいますか、金銭についても内容についても管理しながら。一応理

事の中にですね、熊本学園大学の先生が一応会計の専門でもございますので、そこ

のほうにも毎月は収支について検査をいただきまして、そういったことで、遺漏の

ないような形でやっているところでございます。 

それから、長期未払金７０万円につきましてですけれど、これは一応４３０万円

と７０万円で５００万円ということで、先ほど御説明を申し上げたと思うんです

が、一応これは「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」を作るまでの間に使用したお金というこ

とで、要は法人設立までに約７０万円の経費がかかっております。ですから、これ

は「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」からすると、既にできたときには補助金が減っていた

という部分の７０万円でございます。ただ、これにつきましては、運営をする中

で、「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」のほうでそこは補てんではないんですけれど、７０

万円をまた埋め合わせをいたしまして、現在としましては固定負債はないという形

で、一応そういうふうになっております。ただ、この１２月の時点では、その７０

万円についてはまだ使ったままになっていたということで、この貸借対照表上では

負債という形で表させていただいておりますので、これにつきましては、来年度以

降については発生しない数字となっております。 

以上、報告させていただきます。 

○議長（田上更生君） そのほか質疑ございませんか。１番 牛嶋津世志君。 

○１番（牛嶋津世志君） おはようございます。１番 牛嶋でございます。 

ただいま興梠議員から何点か質問がございまして、私のほうでまた、前回質問を

した経緯でございまして。今財務諸表のほうを見ておりましたが、この３枚目の正

味財産増減計算書内訳表、これは全然このままでは書類のていをしてないと思うん

ですね。これはちょっと見たけど読み切れないで、こんな小文字で、何でこんな小
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文字にしてあるかが１点です。これはもうちょっと考えてほしい。見せたくないの

かなと思うところもありました。 

それと、半年間の経費の中で収支計算の中で、修繕費が約１,０００万円上がっ

ております。これも高額な金額でございますが、普通ならばこういうのは入札とか

そういうふうにおさめるような金額ではないかということで見ておりましたが、報

告書の中の５番で、空き店舗、ゲストハウスの改修工事、これを実施団体をホーム

ページで募集したということになっておりますが、これは何でたかもりポイントチ

ャンネルを利用しなかったのか。こういうことのためにポイントチャンネルが今あ

るのではないかということで、ホームページを開いて見る業者はそういないと思う

んですね。そのあたりを３点ほどお聞きしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） すみません、遅くなりまして。１番 牛嶋議員の質問

にお答えさせていただきたいと思います。 

まず、財務諸表の中の正味財産増減計算書についてということでございますが、

実はこの右側に正味財産増減計算書内訳表というのがございます。これがちょっと

小さかったものですから、この内容につきましては、一番最後の収支計算書です

ね、これと大まか内容が一緒なものですから、今回は割愛させていただいたところ

でございます。ただ、説明をさせていただきますと、この正味財産につきまして

は、実際貸借対照表には含まれない数字が入っているので、若干ちょっと貸借対照

表と数字が違うところでございます。 

正味財産ですから、実際の数字ですね、当年度の売り上げであったりとか受取補

助金が主になっておりますし、その後の経常費用ということで、各費目に分かれて

おりまして、その経常費用計というのが出ております。その増減の収入計から経常

費用計を引いた残りというのが、当期経常増減額ということに数字が出てまいりま

す。これに、一応先ほど言いました４３０万円を足したとき、その数字が一応正味

の残高ということです。ですから、これが複式簿記といいますか、この書類の関係

で、貸借対照に表すのは一応すべてということで、正味財産につきましては、実際

現金の正味の部分ということでお考えいただければと思います。 

この右側の正味財産増減計算書内訳表につきましても、一番最後の収支計算書と

照らし合わせていただければ、数字はだいたい合ってくると思いますので、また、

何かありましたらお尋ねいただければ、詳細で説明をさせていただきたいと思いま

す。 
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それから、その中の収支でですね、修繕費が１,０００万円ということで今お尋

ねがありました。これにつきましては空き店舗改修ということで利用しているとこ

ろでございます。 

この空き店舗改修というのが、要はなぜホームページでやってたかもりポイント

チャンネルでやらなかったのかという御質問がございました。一つは地震の後、や

はりまだ町内業者さんだけでは対応しきれないところがあるんではないかというの

が一つですね。それから、今回につきましては、あくまでも事業というよりも、そ

の空き店舗を活用して、今後ですね、高森町に移住したい人、そこの施設を造るた

めということなものですから、営業目的ではなく、今後の事業に対して協力をする

というのも一つありましたものですから、広く周知をしたいと思いまして、ホーム

ページのほうを活用させていただいたわけでございます。 

ですから、あそこの空き店舗につきましても現在事業を行っていらっしゃいます

けれど、実際に高森以外の方が高森に移り住んで来られまして、住民票を移してい

ただいてですね、あそこの管理運営をされております。ただ、あそこも借家なもの

ですから、改修費用は補助金で賄えましたけど、借家の家賃というのはそこの団体

のほうで今払っていらっしゃいます。ですから、転入してこられた方が、その改修

をした団体のほうに加入されまして、その団体の一員として、あそこの運営に当た

っていらっしゃるということです。そこの場所というのは、昔サニーという美容室

がありましたのですが、旧の警察通りにありました美容室を改修させていただいて

おります。 

内容といたしましては、簡易の宿泊所です。１部屋設けるのではなく、２段ベッ

ドをいくつか置いて、みんなで泊まれる部屋を提供するというところでございま

す。食事については、原則付いてないということですから、その辺は注文であった

りとか、その辺の許可についてもですね、消防法であったりとか食品衛生法であっ

たりとか、そういうのをクリアする形で許可は取っていただいております。 

ですから、あそこを改修することによって、少なくとも現在一家族は移住してこ

られまして、そこで運営をされているということですから、補助金の趣旨としては

今のところはクリアしているのではないかと。ただ、まだ収支益を上げるまでにい

ってないものですから、月々の家賃を今のところ捻出するのにちょっと苦労されて

いるという現状がございますけれど、ただこれはあくまでも実験といいますか、実

証実験というふうな言い方もちょっと大げさかもしれませんけれど、そういったこ

とで補助金を使った事業としてやっております関係でですね、将来的には収益が上
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がるようになっていただきたいんですけれど、そういった形で今のところやってい

ただいているというところです。 

以上でございます。 

○議長（田上更生君） そのほか、質疑はございませんか。 

継続ですか。はい、１番 牛嶋津世志君。 

○１番（牛嶋津世志君） １番 牛嶋です。 

課長、今ホームページに記載して、何でポイントチャンネルを利用しないかとい

う質問をしたんです。ポイントチャンネルで流す計画はありますかというのが一つ

ですね。 

この内訳書は、もうちょっと拡大したのを差し替えをしていただくことを希望し

ます。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） すみません、自席から失礼いたします。すみませんで

した。 

その当時は取りあえずホームページだけしかちょっと考えてなかったものですか

ら、牛嶋議員のおっしゃるとおり、町にあるたかもりポイントチャンネルで周知す

るべきであったというふうに、それは反省をいたしております。 

今後につきましては、私今現在ポイントチャンネル事務局長も兼務しております

関係でですね、うちの課だけではなく、ほかの課にもそのようなお願いをしたいと

思っておりますので、よろしくといいますか、そういったお断りを申し上げたいと

思います。 

それから、先ほどの資料につきましては、大変申し訳ございませんでした。実

は、総務課のほうと資料の作成につきましては協議をいたしまして、一番最後の説

明する部分だけ大きいのであれば、取りあえず大丈夫じゃないかなという判断をさ

せていただきましたので、先ほどの書類につきましてはですね、後ほど大きいやつ

をまた配付させていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（田上更生君） ５番 芹口誓彰君。 

○５番（芹口誓彰君） ５番 芹口です。 

一番最後のページに監査報告書が付けてありますけれども、監査委員には肥後銀

行の高森支店長の宮窪さんですかね、就任をされております。この方が監査をさ

れ、監査報告書が出されておりますけれども、報告書の中の１番で、監査の方法及
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びその内容ということで、「各監事は」ということになっておりますけれども、１

名で各監事はということでいいのかどうか。 

それから、法人の監査は１名ということで可能かどうか、についてお尋ねしたい

と思います。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） ５番 芹口議員の質問にお答えさせていただきます。 

まず、監査報告書の１番に、「各監事は」というのがあるということで、これに

つきましてはおっしゃるとおりでございまして、実はこの様式が一般的なものを使

っております関係で、それが「各」というふうに付いておりまして、そのまま使っ

ておりますので申し訳ございませんでした。 

それから、監事につきましてはですね、一応１名以上となっております関係で、

１名以上いれば監査はできるということですから、ただ様式として２名以上あるこ

ともあるということで、「各」というのが付いておりまして、それをちょっとその

まま載せておりましたから、書類的なミスでございます。大変申し訳ございません

でした。 

○議長（田上更生君） そのほか質疑はございませんか。１０番 佐伯金也君。 

○１０番（佐伯金也君） １０番 佐伯でございます。 

今まで３名の議員さんから御質問がありました。それぞれ着眼点が違いますか

ら、皆さまそれぞれの思いで質問されたものだというふうに思っておりますが、私

は私なりに一応意見を言わせていただきたいと思います。質問もさせていただきま

すけれども、事業報告書の中で、この「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」というものは、地

域経済及び地域社会の活性化に寄与することというふうになっております。それが

目的でないと、やっぱり公共性がないということで、町からの５００万円の補助な

り加速化交付金なりは来ないわけでありますけれども、この貸借対照表それに正味

財産の計算内訳表についても収支計算書についても、非常にやっぱり本職の方が作

られた内容で、詳しく書かれているんですが、本来行政というものは単式簿記でご

ざいます。 

今回複式簿記を模したような形で書かれておるんですが、普通資産・資本、それ

にいろいろそれぞれの貸借対照表に合う項目ごとに数字を入れていかれます。私た

ちは単純に見るんですね。要は、補助金がいくらあって、それを利用してどういう

事業をしたと、その事業に対しての費用がどれだけかかって、そしてどれだけの利

益が残ったというふうに考えるんですよ。これで書かれておる事業の数字を見てみ
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ると、非常に我々からすると非常に複雑になってくると、奇々怪々の数字もござい

ます。一生懸命係で作っておられるんだと思うんですが、先ほど牛嶋議員が言われ

たとおり、この収支計算書を分かりやすく、広く作ってあるんですが、収益目的事

業については合計で書かれておるんですが、公益目的事業については合計欄がない

んですね。ですから、あなたが説明するときに戸惑う、要するにちょっと間違われ

るということが起きるわけですね。 

公益目的事業については、主にこういう事業は加速化交付金の中で打たれておる

主な事業であるということで、全額を一遍に使わないで今から起こり得ることに対

しても備えということで残しておられると思うんですけれども、しかしながら、や

っぱり公益目的であるならば、やっぱり皆さんに分かりやすくする必要がある。 

牛嶋議員が言われたとおり、インターネットを使われていて、それだけ情報を細

やかに見られる方というのが町内の方たちにどれだけいらっしゃるかなということ

を疑問に思うんですね。ですからポイントチャンネルを、せっかくポイントチャン

ネルがあるのだから、「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」でどういう事業をやっているんで

すよということの、やっぱり啓発活動というのはやっていく必要が私はあると思い

ます。 

それと、この収益目的事業で今回は地震発災からそう日にちがたたない中での開

店でありましたから、私もいろいろ今まで議員活動をやっておる中で試みたことが

ございます。こういうことをやったらどうだろうか、こういう仕事をしてみたらど

うだろうかというのを試みたことがあるんですね。その中で、今ウォーターフォレ

ストでやっておる飲食事業、これもやってみたらどうだろうかと思ったんです。し

かし自己資金がない。だから、じゃあお金を借りようというたときに、金融機関に

将来の経営計画書を持っていくんですが、そのときに一番見られるのは、やはり維

持管理費と原価率を見られるんです。 

これを見てみると、飲食業で売り上げが４８０万円なんだけれども、仕入高が２

３３万円あるんです。ということはおおむね５０％なんです。５割の原価率を使っ

てよくやれるなと。それも６００万円の中で考えたときでいけば、またより人を使

っているんですね。残額はウォーターフォレストだけで見てみますと、そんなには

残ってないわけですね、これが。ですから、これだけじゃちょっと給料は厳しいだ

ろうなと思うんです。しかし、聞いてみれば、給料については、それも補助金であ

るということ。家賃も補助金であるということ。そうなってくると、やはりそうい

うことになると度外視してやっていけるんですよ。 
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私たちの、今まで高森町で飲食業をやっておられた友達、そういう人たちは自分

たちで商品開発をされている。赤牛の丼であったり赤牛ステーキであったり、いろ

んなものを開発されている。そして、観光協会の中、また商工会の中でそういう情

報を共有して、１店舗でやっていたのが２店舗になって３店舗になって４店舗にな

ってということで、少しずつ広がって、これが高森町の特産品として、要するにメ

ニューとして定着しつつあるわけですよ。 

しかしながら、その人たちは自分たちの帰る家が高森なんだから、後戻りはでき

ないから命をかけてやっていらっしゃる。だから一生懸命やられるんです。みんな

がそれに同じメニューを作っていただければ、高森町のメニューとして位置付けが

できるから、連携をとりながら、情報を共有しながらやっていかれているから、今

こういう状況なんです、飲食店の皆さんたちは。 

「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」がやっているこのウォーターフォレスト、このやり方

がいかに地域に広がっておるかということ。飲食店の皆さんたちが関心を持ってお

られるか、これをまねしてやってみようという飲食店の方たちがどれだけいられる

かということ。肌で感じたことを後ほどお聞かせをいただきたいと思います。 

この中で、収支計算書があります。なぜ補助金でやっている人件費、商売をやる

以上は人件費、福利厚生費が出てくるものなんですよ。何で福利厚生費まで入れな

かったのか。その理由をお聞かせください。 

以上です。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） １０番 佐伯議員の質問にお答えさせていただきたい

と思います。 

まず、当初のほうでいろいろ御意見なりお尋ねがありましたのですけど、その中

で１点、ウォーターフォレストが地域に対してどうかという部分があったと思うの

ですが、一応ですね、ウォーターフォレストの考えとしてはいち早く地域になじん

で地域に貢献したいという気持ちは地域おこし協力隊でありますので、思っている

ところでございます。どんぶり選手権のほうも一応高森町飲食店組合の代表といた

しまして出させていただいたんですけど、それもやはり飲食店組合の皆さんの御協

力があって、商品開発につなげたところもあったわけでございます。 

ただおっしゃるとおり、その後ですね、それがウォーターフォレストを介して地

域の町内の飲食店に広がったかというと、それは今のところまだウォーターフォレ

ストからというのはないというのが現状でございます。 
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ですから、やはりそういった商品開発であったり、そういった独自の部分でメニ

ュー開発をした部分については、今後は飲食店組合の中で共有させていただくので

あれば、そちらのほうは共有をさせていただいてですね。まあ町内のどこででも食

べられる特産品という形を作っていくのも一つの方策ではないかと思っております

ので、それについては今後ウォーターフォレストのシェフのほうと協議をしていき

たいと思っております。私としてはもう積極的に高森町でどこでも食べられる産品

というのを作っていただきたいと思っていますのでですね。 

それから、収支計算書の中の人件費それから福利厚生費につきましてはですね、

今回はあくまでもウォーターフォレストではなく「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の収支

ということで、「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」に入ってくるお金をもとに作っておりま

す関係でこうなっております。ですから、地域おこし協力隊の費用につきましては

ですね、この中には実際のところ収支には入ってないというところで今回入ってお

りません。監査を受けるときも、取りあえずは「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の収支決

算になりますので、その中に人件費というのは入ってないというのは、これはもう

明白でございますので、この中に入ってないという点はございます。 

ただ、先ほどから説明というかお話がありましたとおり、複式簿記ではなかな

か、私もそうなんですけれど、見にくいといいますか、おっしゃるとおり、どこを

どう見ればどうかというのがなかなか分かりづらいところであります。これも監査

でいただいた、総会のときに使った資料をそのまま使っておりますので、来年度以

降につきましては、どういった形で表記したほうが分かりやすいかという部分を協

議させていただきまして、議員さんの意に沿うという言い方もおかしいんですけれ

ど、分かりやすい資料作りに努めてまいりたいと思います。 

それから、地域おこし協力隊の人件費であったりとか、かかる費用についてはで

すね、いつでもこちらのほうで準備はできておりますので、また必要であれば提出

させていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（田上更生君） １０番 佐伯金也君。 

○１０番（佐伯金也君） はい、ありがとうございました。 

決算書については、やはり損益計算書、貸借対照表を考えて、やはり会社経営の

上からすれば非常に大事なことだというふうなことは、私も感じております。しか

しながら、やはり議会のほうに報告をするという目的ですね、それを考えれば、今

行政がやっておる款・項・目・節、収支、これでちゃんと出すことですよね。 
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言うとおり、款が総額であるならば、その中で項・目ですね、目で予算の内訳、

補助金であったり自分たちの自己資金であったりというふうに分けていけば分かり

やすいわけですよ。そういうふうなやり方をしてもらって、そしてやっぱり住民の

皆さんの御理解をいただかないと、やはり皆さんがそう簡単に飛びついてはこない

んですよ、この事業には。だからこそ私はやはり関心を持つように、やっぱり牛嶋

議員が言われるようなポイントチャンネルというのは必要ですよ。やっぱりそれは

十分に使っていく私は必要があるというふうに思っております。ですから、分かり

やすい情報開示というものを今後気を付けていただくこと。そして、この人件費、

管理費、福利厚生費についても、慎重に皆さんに開示をしていくこと。それを私は

要望をしたいと思います。 

それに、今地域ブランドの中で言われたいろいろ丼物とかされておるんです。

で、グランプリ取った根子岳カレーなんちゅうのもいいんですよ。根子岳カレーっ

てね。今カレー屋さんはいっぱいあるんです。でも根子岳カレーは根子岳カレー

で、それはブランド化できるんですよ。それはちゃんと商標登録をするなりして、

高森町のやっぱりこれは商品なんですよという活動をしてないと、商標登録費だけ

だったら２０万円ぐらいで終わるそうですよ。「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」ですれば

いいんですよ。それをしてないんですよ、今回はね。そういうことはしないで、そ

ういうふうにいろんな事業をされているけれども、これじゃね、やっぱり広がりが

そうは期待できないと、私は思います。喜多方に行けば喜多方ラーメンと、喜多方

全体が食堂で、行けば喜多方ラーメンなんですよ。食べればね。だから、高森町で

カレーを食べれば根子岳カレーでいいんですよ。牛肉を食べれば赤牛丼、ステーキ

を食えば赤牛ステーキでいいんですよ、高森で食べれば。そういうふうな位置付け

というものをね、ちゃんと築いていかないと、自分たちのこの器の中だけでね、ち

まちまとやっていてもらっていても、この補助金が何だったのという話になってし

まうんです。事業が終わったならどうなるか分かりませんよ。だからこそ、私たち

は期待するから厳しい言葉を言わせていただきます。 

だから、そういうことをいつも考えて、「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の運営にはし

ていただきたいと思います。 

で、社長の町長、最後の答弁、よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 大変ですね、いい意見をいただきました。ありがとうございま

す。 
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この「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」に関してでございますが、やはり今、佐伯議員が

おっしゃいましたように行政でできる、そしてこれをやりたいけど、果たして公と

してここを踏み込んでいいのかというところは高森町以外の自治体の職員さんもあ

られると思います。そういう中では一歩頑張ろうと思って、この一般社団法人、し

かも地方創生計画にのせてやった形だと思います。その中でですね、例えば簿記の

ことも、私は複式のほうが得意なんですが、当然議会に説明だったら単式で分かり

やすく説明するということも必要だと思います。 

そして一番大事なことはですね、やって終わりで、じゃあ何だったのかというこ

とではなくて、やってそれを発信すると。発信するためには何かの壁というのを踏

み越えないと発信ができません。そこが、やはり先ほど議員が例でおっしゃったん

ですが、例えば商標登録であったり、民間の会社だったら即やること、でも一般社

団法人は公でなければすぐやればいいじゃないかと、もうおっしゃるとおりでござ

います。 

ここは、私もこの件に関しましてもいろんな形で地域おこし協力隊の方や職員さ

んとお話をしながらですね、やっております。私一人であればですね、とっくにや

っておりますが、そういう中ではなかなか難しいところもございますが、やはりこ

この壁というのを突破するには議員がおっしゃったように、せっかくジオパークブ

ランド化を取った。ここで一番大事なのはそこから先のスピード、そこを形として

ポーンと発信するところ、そこにお金がかかろうが人がかかろうが、それはやるべ

きだぞと。なぜなら、目的が高森の商品を売るためだろうと。まさにおっしゃると

おりでございますので、できる限りですね、議員さんたちが求められるスピード等

に対応できるような方向性で進めてまいりたいと思います。 

それともう１点ですね、実は地域おこし協力隊は、集落支援員も、これは国の制

度でございまして、交付税措置がございます。非常にですね、入ってきていただき

たいです。ただ全国の自治体を見ますと、地域おこし協力隊、集落支援員もそうで

ございますが、なかなか過疎地帯に実際来ていただけない。そして、人材がいない

というのが現状でございます。 

分かりやすく申し上げますと、人数に制限はほぼほぼございません。給料、人件

費に関しては、ほぼ国が払っていただく。じゃあ、これは特に過疎地帯、山間部を

持っているところの自治体であるなら、どんどん導入して、各地域別に一人ずつ置

いていってのほうがやりやすいんじゃないかと、分かりやすい話で言うとそうでご

ざいますが、なかなか人材を募集しても集まらないというのが現状でございます。 
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そういう中で、今後ですね、地域おこし協力隊の有利な活動であったり、有益な

活動であったり、集落支援員という制度に関しての議会の皆さまの御理解、そして

住民の皆さまの御理解、そのためにはポイントチャンネルで地域おこし協力隊、集

落支援員さんというのがどういう形なのかということをもっと分かりやすく発信す

るべきかというふうに考えております。 

高森じかんも含めまして、今発信を始めたところでございます。２年前から発信

をしてきたつもりでございますが、今は担当者がたかもりポイントチャンネルに異

動いたしましたので、発信を続けていただいております。どなたの職員さんが担当

になってもどこのセクションにいても、せっかくある情報発信のツールです。やり

方ですので、たかもりポイントチャンネルを大いに活用していきたいというふうに

考えておりますので、今後も御協力・御指導のほどをお願い申し上げて、御答弁と

させていただきます。 

○議長（田上更生君） そのほか質疑はございませんか。 

政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） すみません、先ほどの牛嶋議員の質問に対しまして、

ＴＰＣでの放送をやっていないというふうに回答させていただいたんですけれど、

今ちょっと確認をさせていただきましたところ、昨年の７月から８月にかけてです

ね、要はホームページで募集する前、直前ではあったんですけれど、一応ＴＰＣの

ほうでも地域おこし協力隊が出演いたしまして流しておりましたので、訂正をさせ

ていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（田上更生君） 質疑ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これで、報告第２号、一般社団法人「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」の経営状況の報告

についてを終了します。 

 

お諮りします。しばらく休憩したいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） １１時２５分より再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１５分 
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再開 午前１１時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第３９号 高森町税特別措置条例の一部改正について 

○議長（田上更生君） 日程第７、議案第３９号、高森町税特別措置条例の一部改正に

ついてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。税務課長 松本満夫君。 

○税務課長（松本満夫君） おはようございます。 

議案第３９号で御提案いたしました、高森町税特別措置条例の一部改正について

御説明申し上げます。 

今回の条例の一部改正につきましては、過疎地域自立促進特別措置法第３１条の

地方税免除又は不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部改正

により、固定資産税減免措置の適用を受ける事業が改正されたことに伴い、高森町

税特別措置条例も同様に改正する必要がございましたので、改正するものでござい

ます。 

その内容を新旧対照表により御説明申し上げます。１ページを御覧ください。 

適用対象事業から情報通信技術利用事業が除外されまして、新たに農林水産物等

販売業を追加したものであります。 

以上、御提案いたしました条例改正の内容について御説明申し上げましたが、御

審議いただき、御承認賜りますようお願いいたしまして、説明を終わります。 

よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから、討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第３９号、高森町税特別措置条例の一部改正についてを採決しま

す。 

お諮りします。本案については、原案のとおり可決することに御異議ありません
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か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３９号、高森町税特

別措置条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第４０号 平成２９年度高森町一般会計補正予算について 

○議長（田上更生君） 日程第８、議案第４０号、平成２９年度高森町一般会計補正予

算についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 議案第４０号で御提案いたしました、平成２９年度高森町一般

会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ７,０９２万７,０００円を追加し、予算の総額

を４９億３,３００万円とするのものでございます。 

まずは予算書の５ページをお開きください。 

第２表債務負担行為補正につきましては、担い手育成緊急支援事業に係る推進車

を導入するリース料について、期間と限度額を設定するものでございます。 

なお、平成２９年度分につきましては、予算書の１７ページ、第５款、第１項、

第２目農業振興費で計上をいたしております。 

続きまして、予算書の６ページをお開きください。 

地方債の補正でございます。 

まず、１変更でございます。町道整備事業の過疎債については、限度額を増額

し、防災施設整備事業の公共事業等債については、限度額を減額するものでござい

ます。こちらの要因といたしましては、町道横町・湧水館線整備に係る財源を組み

替えたためでございます。 

なお、詳細につきましては、後ほど概要書で御説明をいたします。 

次に、２廃止でございます。義務教育施設整備事業の過疎債につきましては、高

森東学園渡り廊下建設工事の財源として予定しておりましたが、工事内容の変更に

より、地方債同意等基準を満たさなくなりましたので、廃止としております。 

続きまして、主な歳入歳出について御説明いたします。予算書とは別にカラープ

リントで用意しております、こちらの補正予算概要書に沿って御説明を申し上げま

すので、御準備をお願いいたします。 

まずは、概要書の１ページ目の訂正をお願いを申し上げます。概要書の第１番目
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に書いてあります情報通信施設利用有料化のところでございますが、丸印の平成３

０年４月１日からとなっておりますが、再三議会でも発言していますが、平成３０

年度以降からの実施と、「平成３０年以降」というふうに書き換えていただきたい

と思っております。よろしくお願いいたします。 

それでは、概要書に沿って説明をさせていただきます。１ページ目をお開きくだ

さい。今申し上げました情報通信施設利用有料化実施計画策定に向けた委員会につ

いて御説明を申し上げます。 

平成２７年４月に開局いたしましたたかもりポイントチャンネル、通称ＴＰＣに

つきましては、開局以来これまで無料放送を実施しております。開局当初より申し

上げておりましたが、将来の有料化につきまして、平成３０年度以降の有料化に向

けて課題や、当然その内容等々について検討する委員会を設置するべきと思ってお

ります。構成メンバーは学識の経験者、要は情報基盤整備に強い経験者の方もしく

は公募、もしくは町民の方々にですね、そこに入っていただきまして、この検討を

やっていかなければいけないというふうに考えております。そのための報酬及び費

用弁償をそれぞれ１８万円と２万５,０００円を計上させていただきました。 

ここで少しお時間をいただきたいと思います。たかもりポイントチャンネルのほ

うが非常に見て分かりやすいということで、たかもりポイントチャンネルと情報基

盤整備、要は光ファイバー整備ですね。たかもりポイントチャンネルを作るための

光ファイバー整備ではないということを６年前から私は申し上げてきました。あく

までも平成２１年までに国が光の道構想、光ブロードバンドを各全国の自治体が必

要でしょうと、公設公営でやりなさいと。そのためには交付税措置もしますし、最

終的にはほぼほぼお金は出さなくてもいいですよというところに、高森町が手を挙

げなかった。そして、私は町長に就任をさせていただくときの選挙の公約に情報基

盤整備、光ファイバーは今後必要なので、これはやるべきだというところを掲げさ

せて整備事業に取り組んだわけでございます。 

光ファイバーを使わない方は、インターネットを使わない方は、ほぼ必要ござい

ませんが、実はですね、普段の生活、例えばコンビニであったり病院であったり、

もしくはＷｉ－Ｆｉ等々で、それぞれの住民の方、町民の方は、やはりこの光ファ

イバーがあることによって、非常に利便性は高くなっているわけでございます。私

が就任したときに、県内の自治体で光ファイバー事業をやってなかった自治体は数

町村しかございませんでした。その一つが高森町、もしくは南阿蘇村であったり山

都町であったわけでございます。そのときに情報基盤整備、光ファイバー整備をす
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るに当たって、一番の課題点は高森町の場合は地域間格差をなくすこと。公がやる

以上は、当然旧高森、色見、草部、野尻、これは同時で、皆さんが同じサービスを

受けるべきであるというもとにですね、この情報基盤整備事業を行わさせていただ

いたというところでございます。 

ほかの自治体の中では、ある地域だけが先行して、２年後にここ、また整備でき

てない自治体もございます。高森の場合は、これだけ広い面積を有する由緒ある自

治体です。どの町民の方も同時にこの光ファイバーのサービスを受けようと思えば

受けられる、その環境を作るのが町の自治体としてのあり方だという判断のもと、

させていただきました。ですから、野尻にサーバー基地局も置いております。高森

の場合は高森と野尻に基地局を置いているのもその理由でございます。 

そして、そのときの副産物として、せっかく全部に網羅させるとするならば、同

時にアナログからデジタルにテレビを替えるときでもございましたので、ここは引

き込んだほうがいいという判断、同じパッケージのプロポーザルの中に入れてしま

うことによって価格も下がるというところが私は実証されたのがこの情報基盤整備

事業ではないかというふうに思っております。 

当初、平成２１年当時の課長さんにお話を聞きますと、公設公営で２０数億円と

議場でも当時答えられていたというところでございますが、最終的に高森町は全戸

引き込み、そして地域間格差をなくす、旧高森、色見、野尻、草部もほぼ同時に開

通というところで、約１１億円でおさまっております。そしてそれも起債を使わせ

ていただいております。 

例えば平野部の山間部がない自治体は、多分６億円から７億円ぐらいでおさまっ

ていたと思いますし、仮にの話ですが、野尻に基地局を置かずに、サーバーを置か

ずに、ある程度の範囲だけで光ブロードバンドが使えるような民間の整備をやった

場合には、多分高森も２億円ぐらいは下がっていたのではないかなと思いますが、

そもそも、この高森町、旧高森も色見も野尻も草部も、いつも一緒に発展をしてき

ましたし、同じ施策を同じタイミングで共有できるというのがあり方でございます

ので、そこはそういう工事方法をとらせていただいたということです。 

そして、その副産物がたかもりポイントチャンネルということでございます。公

設公営の平成２１年度までの国の施策にのって行った自治体の中には、うちがやっ

たのと同様に、テレビを同時に導入した自治体もございます。非常にやりやすかっ

ただろうと思います。なぜなら、共聴アンテナの組合、協議会等々を作らずに、要

はデジタル化できると。だとするならば、最初から料金も取ることができたのかも
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しれませんが、私が当時判断したのは、職員と議論をしっかり重ねまして、やはり

無料で、そして将来の情報通信、そして情報を発信して共有をしなければ、そもそ

も今後自治体自体が非常に厳しい時代を迎えてくると。だとするなら、情報を町民

の皆さまがどこに住んでいらっしゃっても、同じタイミングでとろうと思えばとれ

る。すなわちこれはある意味福祉的なことでもありますが、そういう形の情報発信

と共有ができる形を作ったのがたかもりポイントチャンネルでございます。 

先ほど牛嶋議員がおっしゃいましたように、インターネットはお年寄りの方は使

われません。じゃあ、広報なのか回覧板なのか、例えば熊本地震の後に、とある自

治体では、２０戸あった世帯が２つになった。１０戸あった世帯が１つになって、

じゃあ、回覧板はどうやって持っていこうか、どうやって情報を共有しようかとい

うことに非常に悩まれている自治体もございます。人口減少、２０２５年、２０３

０年、２０４０年のデータが出ております。それを含めた場合、空き家が増えるこ

とは間違いございません。 

そういう中で、やはり町民の方がですね、情報を同時に共有できる。そしてどう

思われるか、どう判断するかは、国民の方の自由でございます。そのツールを、一

つの形をたかもりポイントチャンネルは実現している。じゃあ、それがスマートフ

ォンですか、タブレットですかと問うたときに、問を出したときに、やっぱり高齢

者が多い、この過疎自治体ではテレビが一番なじみやすいだろうという結論でこの

形ができたわけでございます。 

ですから、先ほど議会の皆さまから御指導いただきましたように、せっかくある

なら、これで発信をしろとおっしゃるとおりでございますので、今後しっかりさら

に発信ができるように、共有ができるように努めてまいりたいと思います。 

その中で、当初から、平成３０年以降の有料化に向けてを目指したいということ

を、私は挙げてまいりました。債務負担行為で１０年間、当然行政にいらっしゃっ

た方はどういうことか分かられると思いますし、簡単に申し上げますと、無料のま

まで議会としては、これはしっかり情報発信しろということでございます。しか

し、毎年毎年しっかり過疎債に関しては、ソフトに関してはしっかりお願いもして

いかなければいけないというのが事実でございます。そういう中でですね、あの時

代、今から５年、６年前の情報基盤をやった、たった５、６年前でございますが、

そもそも役場の職員さんも含めまして、私も含めまして、勉強不足のところがあっ

たのかもしれません。それは失敗ではございません。ただ、知識として足りなかっ

たところがあったかもしれませんが、私はその足りなかったことは、この高森の整



 

－36－ 

備の方法に関してはなかったのではないかなと思っております。なぜならば、国が

平成２１年度で打ち切ってこれ以降はありませんよといった以降の設備であるとす

るなら、民設民営しか方法がなかった。民設公営か民設民営しか、公設民営か、こ

の方法しかなかったわけです。そういう中に、ＰＦＩの手法を高森町が導入した形

がたかもり光ネットワーク株式会社が高森町に本社を置いてでき上がったというと

ころでございます。 

ですので、私はここで無料化・有料化ではなくて、一度立ち止まってしっかりで

すね、この将来の財源も含めまして、何がどういう形で整備ができて、たかもりポ

イントチャンネルはそもそも副産物でできたもので、いい情報発信のツールなんだ

と。だとするなら、これはどういう課題があって、どういうふうにやっていかなけ

ればいけないのかということを、まずは自治体の職員さん、特に若い世代にこれか

ら移行します。しっかりその基礎的なところを再度吟味していただいて、協議をし

ていただいて、課長さんから指導をいただき、そしてその中にですね、議会の皆さ

まからの御意見をいただき、そして学識経験者の方の意見をいただき、そして町民

の方もしくは団体の方の意見をいただいて、ここの有料化・無料化ではなくて、そ

もそもどういう事業を高森がやっているのか、というところを再度もう一回再確認

をして、だとするなら、将来人口減少がはっきりうたわれてこういうふうになって

いると。そういう中で、どこかでの有料化というのはやはり必要になってくるので

はないかというところをしっかりやらないと、過去の各自治体が、私たちも含めて

立てっぱなし、例えばやりっぱなし、例えば事業もやりっぱなしで終わったという

批判も再三各自治体は受けております。 

そういう中でですね、一度しっかり高森町としては情報基盤施設に関してはしっ

かり時代がかわっても議論ができるように、その基礎として途中スタートして、３

年たった時点で１回しっかり計画をもう一回見てみる。そして例えば６年目、そし

て１０年目というふうにやっていく必要があるということで、この委員会の設置を

お願いを申し上げたいというふうに思っております。 

長くなりまして申しわけございません。次は２ページをお開きください。 

高森総合センター食堂改修工事について御説明を申し上げます。現在、農林政策

課と農業委員会は、高森総合センター１階の入り口付近にそれぞれ事務所が分散

し、日々の業務を行っております。しかしながら、農林業に関するさまざまな課題

や施策、そして最も大事なことは一体感、スピード感をもって対応していくために

も、農林政策課と農業委員会がこれまで以上に連携した体制を構築することが必要
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であるというふうに考えております。現在も連携をいたしておりますが、常に顔の

見えるところでフェイス・トウ・フェイスでというところでが必要ではないかとい

うふうに考えております。 

そこで、これまで食堂として利用していた場所を改修し、共同の事務所を設置す

る経費として、工事費合計２７０万円を計上させていただきました。 

３ページ目をお開きください。 

南阿蘇鉄道復旧支援対策実行委員会について御説明申し上げます。 

熊本地震により甚大な被害を受けました南阿蘇鉄道の復旧を祈念して、これまで

同委員会において４回のイベントを実施してまいりました。今回８月に予定されて

いる長陽大橋の開通に合わせて、９月上旬に５回目のイベントを実施予定としてお

り、そのための町負担金を６２万５,０００円計上させていただきました。これは

事業費全体では５００万円となります。５００万円の４分の３を熊本県から補助金

をいただく、残りの４分の１を高森町と南阿蘇村で半分ずつ負担することといたし

ております。 

この分の負担金につきまして、高森町といたしましては、全国の方々からいただ

きました、南阿蘇鉄道の全線復旧への思いをいただきました災害寄附金を全額活用

予定といたしております。 

４ページをお開きください。 

坊ヶ平ため池補強事業です。この工事について御説明を申し上げます。 

坊ヶ平のため池につきましては、熊本県のため池一斉検査の結果、防災ため池に

指定されたため早急な整備が必要となっております。また一斉点検の後に熊本地震

が起きました。そして坊ヶ平ハザードマップの調査結果により下流域への被災が甚

大になる可能性があるという結果が出たことも踏まえ、震度６以上の大地震にも耐

えられる設計とする必要がございます。 

そこで今回、液状化の調査も含めた地質調査及び工事設計に係る経費として、合

計２,２００万円を計上させていただきました。本事業につきましても、熊本県か

らの７００万円という支出金が内示をいただいておりますので、歳入予算として計

上させていただかせております。 

続きまして５ページをお開きください。 

有害鳥獣駆除助成金について御説明を申し上げます。 

本町は、猟友会に対する捕獲報奨金として、イノシシ３,０００円、シカ１万

円、サル３万円の助成を行っておりますが、国が実施する鳥獣被害防止総合対策事
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業を活用いたしまして、捕獲報奨金の単価の上乗せを行うことによって、駆除意欲

の向上、農産物の被害軽減を図るため、今回１,２３９万２,０００円を追加計上さ

せていただきました。歳入として、国負担分、国からいただく分のお金として１,

０８５万８,０００円も計上いたしております。なお、国庫補助上乗せ後の単価は

下段に記載したとおり、イノシシの成獣が１万１,０００円、イノシシの幼獣が４,

０００円、シカが１万８,０００円、サルが３万円となっております。 

次に６ページをお開きください。 

地域資源を活用した新規販路開拓事業について、御説明を申し上げます。 

高森町がより稼ぐため、また熊本地震後にも経験いたしましたが、観光客数が大

幅に減少をするということが今回の震災で経験したわけでございます。また、災害

等の後のリスクに備え、高森町の特産品を町外に販売していくことが重要であると

いうことで、そのための仕組み、構築、広告等多額の費用や手間を考えると、一つ

一つの町の個々の事業者の方にはハードルが高いのが実状ではないかというふうに

思っております。 

要は品物を、お客さんが来なくても売れる形をとるためにホームページを作った

りＳＮＳを作って、そこをしっかりデザインして、買いやすい環境を各個人個人の

方が作っていくというのは、非常にハードルが高いところがあるというところで、

そこで町の特産品を町外に販売していくための通信販売の基盤、基礎を構築し、そ

こをＰＲしていくことで、高森町特産品の町外販売を可能にできる。そしてそれを

支援ができるということで６００万円の事業費を計上させていただきました。 

本事業につきましては、国からの補助金、地方創生推進交付金２分の１をいただ

くことになっておりますので、歳入として３００万円の国補助金の計上も併せて行

っております。 

次に７ページをお開きください。 

町道新設改良維持計画書について御説明を申し上げます。 

こちらの表は、当初予算及び先日の補正予算、臨時議会のときの第１号の際に概

要書にて説明いたしました本年度実施予定の事業計画です。 

今回金額が変更となった箇所につきましては、赤字で記載をいたしております。

なお、横町・湧水館線測量設計業務委託につきましては、当初予算で計上をさせて

いただきました。復興まちづくり総合支援事業、要は熊本地震からの復興計画によ

るですね、この復興まちづくり総合支援事業における防災道路と同一路線になりま

す。当初では、熊本地震からの復旧・復興計画の復興まちづくり総合支援事業にこ
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の道路を防災道路として入れておりました。しかしながら、社会資本総合整備事業

で実施をしたほうが国庫補助率や交付税措置等を勘案しても、高森町が負担する割

合が小さくなりますので、今回の補正で計上させていただくとともに、当初予算で

計上した分の減額をさせていただきました。 

８ページをお開きください。 

町内学校施設の管理に係る経費について御説明申し上げます。 

一つ目の、高森東学園渡り廊下建設工事につきましては、既に当初予算で設計に

係る経費として６００万円の承認を議会からいただいております。しかし、御指導

やアドバイスがあったように、要は地元としっかり協議をした結果、当初の想定よ

りも簡易な工事で話がまとまりましたので、設計委託料６００万円を減額し、工事

費のみの１,５００万円を計上させていただきました。 

なお、工事方法の変更により過疎債の対象とならないことから、事業費はすべて

一般財源となります。 

二つ目の、高森中学校スクールバス駐車場整備工事につきましては、現在スクー

ルバスも使用している高森中学校テニスコートの東側にある駐車場を整備するため

の経費であります。砂利敷きとなっております。雨の日は水たまりができるという

ところを、いろんな方からも御指示、またアドバイスもいただいております。安全

面を最大限に考慮して今回この整備工事を行いたいと思います。４００万円を計上

させていただきました。 

９ページをお開きください。 

こちらは、ふるさと納税に関する御説明となります。 

平成２８年度は全国各地から約５,０００件、金額にして９,０２９万３,０００

円の寄附をいただきました。いただいた寄附金からお礼の品物や経費等を差し引い

た３,００２万１,０００円は、高森町ふるさと応援基金に積み立てを行いました。

平成２７年度末時点での基金残高９,１６１万３,０００円と平成２８年度の積立金

を合計した額から、平成２８年度に活用した額を引いて、平成２９年度時点の基金

残高は６,５９９万円となります。そのうち今年度当初予算に計上しましたふるさ

と納税の活用額が２,０３７万１,０００円と、今回計上を行わさせていただきまし

た１,２９０万円を足した３,３２７万１,０００円が一般会計への繰入金となりま

す。 

次に１０ページのふるさと納税の活用について御説明いたします。 

こちらは、今回の補正２号に計上いたしましたふるさと納税を財源として実施す
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る事業の一覧となります。１が地域コミュニティ活動推進事業助成金、これは各地

域で開催されている夏祭り等々に関しての助成でございます。熊本地震から１年た

ちました。まだまだ復旧や復興の兆しが見えない気持的な中でですね、各地域が長

くお祭り等々、いろんなイベント等々をなされておりますので、しっかりふるさと

を活性化するという意味でふるさと応援寄附金の充当で事業をさせていただければ

と思っております。 

１から７まで記載をさせていただきました。今後ですね、この中には、この予算

を決めた後に新しい補助事業が見つかったり、もしくは違う形の国からの助成とか

をいただけるものがあるかもしれません。そういうときには柔軟に対応させていた

だきたいというふうに思っておりますので、その節には議会のほうにしっかり御説

明をしてまいりたいというふうに思っております。 

以上、今回御提案しております補正予算について、その概要を御説明申し上げま

したが、御審議の上御決定賜りますようお願いいたしまして、説明を終わらせてい

ただきます。 

大変申しわけございません、訂正をさせていただきます。概要書説明の訂正とな

ります。 

１ページ、費用弁償を２万５,０００円と発言をいたしましたが、正しくは２万

３,０００円と訂正をさせていただきたいと思います。 

それと、９ページ、平成２８年の積立金、これはふるさと納税の積立金でござい

ますが、３,００２万１,０００円と発言をいたしましたが、３,７０２万１,０００

円に訂正をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。３番 後藤三治君。 

○３番（後藤三治君） ３番 後藤です。 

まず、町長に確認をしたいと思います。今、概要書を使われて情報基盤のことを

説明いただきましたが、この件につきましては、私２年前、この６月議会でです

ね、町長のほうに質問をした経緯がございます。その折には平成２９年度に地区説

明会を行って、３０年度から予定しているというお話でございましたが、いろいろ

な条件を加味し、委員会を設置し、３０年度以降ということになりますと、この委

員会の結果ではもう少し延びる可能性もあるということで承知してよろしいのかど

うかですね。まずそれが１点です。 

続けていいですか。 
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○議長（田上更生君） はい、どうぞ。 

○３番（後藤三治君） それでは、その１点と、予算書の１５ページ、１６ページにつ

いて質問をしたいと思います。 

まず、民生費の子育て支援対策費、この件につきましては、私昨年のこの６月の

議会でも、昨年は給料で計上してあった予算が報酬に変わったということで、同額

でありましたのでそれ以上のことは申しませんでしたけれども、今回は委託費２０

４万８,０００円、これは当初予算では計上してあったわけですよね。この要件と

しては、臨時保育士の委託料ということで計上してあったのが、今回報酬で、子育

て支援非常勤職員報酬というふうに変わっておりますが、３月の当初予算では、要

するにこの子育て支援対策の必要性を私たちも十分認識し、保育士対応で「ああ、

いいんじゃないか」ということで予算を可決したと思っておりますが、なぜその保

育士から非常勤職員に変わったのかの説明が１点です。 

二つ目は、この子育て支援事業につきましては、毎月発行されております町の広

報紙においてもその活動は非常に詳細に掲載されており、私たちも非常にいいこと

だなと、また今後進めていかなければならないだろうというふうには思っておりま

すが、現在の子育て支援の箇所が旧銀行ですか、信用組合の跡地ということで、周

りを見ても駐車場等もありません。そういった箇所で、今後ずっと計画されるの

か。あるいはもう子育て支援事業が始まりまして、多分４年ぐらいになると思いま

すけれども、今後の計画をどのように考えておられるのかをお聞きしたいと思いま

す。 

それから１６ページです。これもやはり報酬でございますが、衛生費の中で非常

勤保健師報酬ということで今回予算化されておりますが、何か特段非常勤保健師を

雇わなければならない、そういう事業が発生したのか。そうでなければですね、必

要であればこれは当然当初予算に組むべきじゃないかというふうにも思いますし、

またあえて申しますと、保健師というものは特別のそういった専門性を持った国家

試験に合格された保健師です。そういったものが非常勤として採用していいものか

どうかです。そういったところもちょっとお聞きしたいなと。その辺の回答をお願

いしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ３番 後藤議員の御質問にお答えさせていただきます。 

保育士の件と非常勤の保健師さんの件に関しては、担当課から御説明をさせてい

ただきます。子育て支援センター、今の旧信用組合のところの件に関しては、私の
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後は、橋本審議員のほうから追加説明があるかもしれません。 

まずは、議員さんも御質問なされました情報通信施設、要は光ファイバーの副産

物で生まれたたかもりポイントチャンネルを有料化するというところで、当時です

ね、甲斐敏文課長も御答弁なされたと思いますが、平成３０年度より、できるなら

平成３０年度からと。私は平成３０年以降にやはり有料化というところをしっかり

やっていかなければいけないと答弁をいたしております。 

その際に、だとするならば住民に周知徹底が必要じゃないかということを、後藤

議員が問われました。その場合は平成２９年度中に住民説明会をやはりしっかりや

らなければいけないというふうに私が答弁したのは事実でございます。 

やはり説明会をする前に、そもそもこの３年間、２年間ですね、この仮放送、無

料での放送をした結果どうだったのか、そのためのアンケートをとらさせていただ

いて、アンケートの結果も出ております。そのアンケートの結果をもとに、このア

ンケートの結果というのは民意でございますので、この結果をもとにですね、委員

会をやはり１回しっかり、今後の方向性ということをしっかり精査すると同時に、

再度これが今後、今の世の中の流れにどう対応できるのかと、だとするならばどこ

の施策に位置付けるのかということもしっかり議論をしながら、そして最終的には

財源的にも当然将来人口減が言われる中でですね、やはり有料化というところも考

えていかなければいけませんので、直ちに平成３０年度４月１日からではないとい

うふうになるというふうに私自身は今理解をいたしておるところでございます。し

っかり議論を積み重ねてまいりたいというふうに思っております。 

それと、子育て支援センターに関しましては、大変頑張っていただいておりま

す。広報紙にも掲載をいたしておりますし、できればたかもりポイントチャンネル

でもどんどん発進してまいりたいと思っております。信用組合のところに駐車場が

ないのも実際例えば、ちゃんとした駐車場がないのも事実でございますので、今後

議会にも御提案いたしました、御提示いたしました高森町の熊本地震からの復旧・

復興計画、復興まちづくり計画の中で、やはりこの子育て支援センターに関しまし

ても施設に関しましても、やはり防災の観点はこれから入れていくべきではないか

というところで、今後その復旧事業の中でですね、加えることができるとするなら

ば、しっかりした形でこの子育て支援の場所を確保していければというふうに考え

ております。複合型の中で入れ込むのか、もしくは単体で、防災子育ての部分をし

っかり出していくのか、これはやはりこの作った復興計画、そして何度も説明いた

しておりますが、これは変更がききますので、しっかりそういうところはですね、
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今後話し合っていかなければいけませんし、やはり働かれている先生方、そしてそ

れをサービスを受けてもらっていただいている住民の方に意見を聞きながら進めて

まいりたいと思いますが、防災というところ、地震を受けての復旧・復興というと

ころはしっかりと子育て施設にも取り入れてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

ほか、２件に関しましては担当の職員さんから、そして子育て支援センターの防

災という復興計画に関して、もし不足が私の説明であるならば、橋本審議員のほう

からの御答弁があると思います。 

以上です。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） ３番 後藤議員の御質問ですが、人事に関する部分がござ

いますので、私のほうから御説明をさせていただきたいと思います。 

子育て支援センターの保育士につきましては、当初人材派遣、委託ということで

考えておりましたけれども、なかなか確保ができないという部分があったのが正直

なところでございます。その中で、現場と話す中では、当初人員は２名でよいので

はないかというふうにこちらも考えておりましたけれども、やはり２名では運営が

できないと。いろいろ精査した中で、では人員を確保しないといけないというとこ

ろで、では保育士の応募がなければどうするかということで、子育ての保育士だけ

ではなくて、子育てにかかわってきた方がありましたので、これは非常勤で来てい

ただくようにという判断をしたところでございます。子育て支援センターについて

は、そのようなことで運営をさせていただいているところでございます。 

それから、保健師のところですけれども、これは全庁的な人員配置の問題もござ

いまして、非常に平成２９年になってからもなかなか人員の確保について、私も頭

を悩ませていたところでございます。その中で、介護保険については、今後自治体

が担う役割が大きくなって、非常に専門的な部分が出てくるということで考えてお

りまして、現在職員２名のところを３名にするという構想を持っておりましたけれ

ども、たまたま保健師がいらっしゃるということで、確保できるということで、６

月１日から介護保険係に保健師の非常勤さんを配属しているところです。 

当初、非常勤の保健師を募集していたのはなぜかといいますと、１人正職員が休

職中でございましたので、休職代替という形で非常勤の職員の募集を考えて予算化

をしていたところです。ですから、いずれにしても、全体的な人員配置を考えた中

で、苦しいながらなかなかやり繰りできませんでしたけれども、こういう形で予算
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の変更をお願いしたいということで上程をしているところです。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課審議員 橋本俊太郎君。 

○政策推進課審議員（橋本俊太郎君） こんにちは。 

子育て支援センターの件について、町長の答弁に特に不足というものはないので

すけれども、復興まちづくり総合支援事業の計画の取りまとめの担当者として、一

つ補足をさせていただきます。 

子育て支援センターについては、議員御指摘のとおり、駐車場の問題ですとか、

あるいは手狭であるといった問題に加えて、防災という観点も熊本地震の経験を踏

まえると追加したほうがいいのではないかというところが論点として上がっている

というふうに認識をしております。 

高森町の防災対応力はこれから強化をしていくというところで、防災センターの

設計調査というところも当初予算で認めていただいたところではあるんですけれど

も、そうした施設の中の一つとしてそうした機能を持たせていくのがよいのか、そ

れとも単体の施設として持たせていくのがよいのか、当然それは実際に使っておら

れる利用者の方々であるとか働いていらっしゃる方々の御意見というところも当然

重要だと思いますし、あとは後年度の負担のところですね、実際に建物としてやっ

ていくといった場合に、ランニングコストがどれぐらいかかるのか、建物の維持管

理費がどれだけかかるのかというところもこれからの町の財政を考えると非常に重

要な論点になってまいると思います。 

そうしたことも踏まえて、皆さまの御意見を伺いながら検討していくことが必要

だと思っております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 後藤三治君。 

○３番（後藤三治君） ありがとうございました。 

まず、子育て支援につきましては、当初２名でどうだろうかという中で、１人追

加ということで今回の予算計上ということでお聞きはいたしましたけれども、やは

り町長が子育てについては力を入れておられる中で、やはり預かる側がやっぱりそ

ういった専門性を持った人を入れたいというお気持ちが分かるからこそですね、途

中でいないから、それなら次の人に替えるのじゃなくて、今後やはり子育てをしっ

かりやっていく上では、そういった専門性を持った人をやはり入れていかないと、

預かった側もいろいろな問題が起きたときですね、対応できないのじゃないかとい
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うことでお聞きしたところでございます。 

できるだけ当初予算でそういう保育士を入れたいということであれば、そういっ

た計画を事前から十分持っておられて予算化されないと、できなかったから単に非

常勤でいいという形では、やはりその事業がどうかというふうに思いますので、ま

して、保健師についてもですね、そういう事情であれば、当初から非常勤保育士を

計上すればよかったと思うんですよ。何でこの６月から計上するのか。そういうと

ころがですね、やっぱり計画性がちょっと薄いのかなというふうな気もしますし、

先ほど総務課長の答弁ではもう６月１日から雇っているというお話であったと思い

ますが、まだ予算は通ってないわけですよね。それが可能なことなのかどうか。そ

ういったところも十分踏まえた上で、今後雇いたいということをおっしゃるのであ

れば別に問題ないと思いますが、質問する以前から雇っているということでありま

すと、これは一般的に言われる議会を軽視した予算化ではないかと言わざるを得な

い点もあると思います。 

最後に、橋本審議員が言われたように、やはりできるだけいい環境で、子育てが

できる環境でですね、やはり子育てをやっていただきたいというのが私の思いなん

ですよ。私も現在の場所については、開所当初担当常任委員でしたので行ってみま

したけれど、やはり銀行と子育てという環境では全然、銀行というのは要するに余

り外が見えないような状況であった。また手狭であったというふうに認識しており

ますので、近い将来開放的な子どもたちが伸び伸びと子育てができるというのを、

私も願っておりましたので、質問させていただいたところでございます。 

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 今３番議員の御指摘がありましたとおりに、そのように受

けておられる部分があるというのは反省をしなければならないというふうに思って

おります。 

ただ、予算上ですね、別に予算があったわけですけれども、その部分について誤

解があるような、また議会を軽視したような形に受け取られ、またそのようになる

ということについてはですね、真摯に反省をいたしてお詫びをしたいと思います。

ただ、今年ですね、言い訳をさせていただくならば、今年新規採用であった者が、

直前になって辞退するとかいうことで、なかなか全体の人員配置ができなかったと

いうところがあるということを御理解いただければというふうに思います。 

誠に申しわけございません。 
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○議長（田上更生君） そのほか質疑はございませんか。１０番 佐伯金也君。 

○１０番（佐伯金也君） １０番 佐伯です。かなり時間が押しております関係で、ち

ょっとどうしようかなと迷ったんですけれども、事前にいくつか質問事項を、補正

予算につきましては準備をしておりましたので、質問をさせていただきたいと思い

ます。 

今回はですね、まず総務課長のほうに債務負担行為で担い手育成緊急支援事業で

推進車のリースが上がっております。それとあと一つ、子育て支援センターのほう

のやつも１台購入という形で入っておるんですが、今、役場の北側の車庫を見ます

と、かなり公用車が増えてきておるわけですね。公用車の台数がどの程度になって

いて、管理について、どのような管理の方法をされておられるのか。先般、うちの

議長が公用車に乗ろうと思って予約をしていたのが、建設課が乗っていってなかっ

たというようなこともございました。 

そういうふうなこともありましたので、管理についてどのようになさっておるの

かということを御報告をいただきたいと思います。 

それとあと、官民共同の政策間連携による地域資源を活用した新規販路開拓事

業、これは先ほど町長が予算概要書の中でも御説明がございましたけれども、これ

は非常に難しいんですね。ふるさと納税でもいろんな全国の皆さんたちが納税をし

ていただくんですが、返礼品が今インターネット上では品切れの状態というのが出

ておるそうですね。やっぱり、希望される方たちに安定的に商品をお配りじゃない

のですが、販売するためには、やっぱり安定生産というものが必要になってくるわ

けで、注文をしようと思ったら品切れというような状況だけは、私は避けるべきだ

と思っております。 

ですから、今後これについて町長のほうから概要書の中でも御説明がありました

けれども、より詳しくその点についてお聞かせをいただきたいと思います。 

それと、この概要書の中で、一番最初に町長が一番力を入れて御答弁、御説明が

あったんですが、情報通信施設利用有料化実施計画策定に向けた委員会なんです

が、構成メンバーで学識経験者、公募により選出された町民の方、町内の諸団体の

長ということで、１５名程度予定をされております。しかしながら、余り限定する

やり方というとは、私は町内の皆さんたちがこのポイントチャンネルは御覧になっ

ているし、光ブロードバンドを利用されて、インターネットもされている方たちが

いらっしゃいます。ですから、公募による選出された町民の方でも大丈夫だと思う

んですが、あとこの諸団体の長というのがちょっと引っ掛かるなと思うんですね。
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諸団体の長ということは会長さんでないと参加できないということですね。これ

は、できれば諸団体の代表という形で文言を付け替えすることはできないのか。団

体から代表してこの方が出てこられたという解釈の仕方も私はいいのではないかな

と思っております。 

それと今後、今３０年度以降という文言がいろいろ言われておりますが、私はそ

れでもいいと思います。今やっとですね、ポイントチャンネルにしてもいろいろと

工夫しながら放送しながら、今の一般のテレビですら視聴率が下がっておる世の中

で、たかもりポイントチャンネルも努力をして、皆さんが見ていただけるように番

組編成もされておるわけですね。 

ですから、変わっていく段階を見ながらやっぱり関心を持つ皆さんたちが「いや

いやつながっとかんと便利が悪いばい」と言われていけばですね、それはそれでい

いと思います。そういう時期を見据えて、有料化というのは決めればいいことであ

って、現状はまだ正式に、正確に考えてみれば、まだまだポイントチャンネルにつ

いては発展途上であるということから、その時期についてはそこまでは私はこだわ

らないつもりであります。 

一つ今回希望したいのは、何回も私は言っているのですが、この受信者側の負担

金、非常に厳しいと思うんですけれども、まあ、大きく分けて、南阿蘇地内の人た

ちが、高森町のポイントチャンネルを見ていただければ、それぞれの使用料につい

ては安く済むわけですね。地震の際に南阿蘇の皆さんたちが高森の町民が情報を持

っておることに驚かれたと。南阿蘇も欲しいと言われたんですね。南阿蘇村はＮＴ

Ｔを使われて光通信をされておるんですけれども、そういうところで今後有料化に

向けてですね、接続、前回も町長のほうにもお話ししましたが、管理者がＮＴＴで

すから、非常に厳しいものがあると思うんですが、私はもう一緒に考えてもいいん

じゃないかなと思います。南阿蘇鉄道についても、折半で出しているぐらいのこと

ですから、やっぱり共有するものは共有しようやということで、そういう考え方を

お持ちかどうかということをお聞かせをいただきたいと思いますので、以上の件に

ついては、簡単でよろしくお願いをいたします。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） １０番 佐伯議員のお尋ねにお答えをしたいと思います。 

現在、公用車は既に置いております車が、消防の指令車を除きますと２５台ござ

います。これには、マイクロバス２台は含めておりません。どのように管理してい

るかと申しますと、町内のサイボウズというシステムがございまして、その中に設
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備の予約という形で、それぞれが予約をしていっているところです。先ほど１０番

議員がおっしゃいましたように、議長が使われるときにどういう形でそういう状態

になったかというのは把握しておりませんけれども、それは誠に申しわけなかった

というふうに考えております。 

車庫もない状態で車を置いておりますし、以前に比べると随分台数も増えまして

充実させていただいているというふうに感謝をしておりますし、そもそも住民サー

ビスまたは福祉の向上のためにですね、それぞれの車が必要ということで購入して

まいったところでございます。 

今後ですね、いろんな形で車の更新とか淘汰というのはしなければならないとい

うふうに思いますし、今一番古いのが２３年目を迎える車もございますし、１０年

以上の車が６台ございます。ですから、今後利用度ももちろんですけれども、少な

い台数で有効に使っていくためには、もう少し私のほうも管理者として目を光らせ

ていかないといけませんし、それぞれの職員がやはり少ない経費でうまく運営でき

るように、さらに努力をしていくようにというふうに改めて思ったところです。 

以上です。 

○議長（田上更生君） 政策推進課審議員 橋本俊太郎君。 

○政策推進課審議員（橋本俊太郎君） 地域資源を活用した新規販路開拓事業について

お答えをさせていただきます。 

まず、この事業の背景ですけれども、高森町には年間多くの観光客のお客さんが

来ていらっしゃるのですが、その観光客というのはやっぱりその時期によってばら

つきがあるということと、あとは災害とかそういった場合に大きく減少するリスク

がある。インターネット通販をやることでより多くの消費者をお客にすることがで

きると。また個々の事業者でそうした取り組みをやるのではなくて、まとめる形で

やることでスケールメリットというか、コストを比較的安くすることができるとい

うところは、多分多くの人に同意をいただけるところなんではないかなというふう

に思っております。 

ただ、議員がおっしゃるとおりですね、このインターネットの通信販売というの

は、自治体であってもほとんどうまくいってないというのが実状です。今回事業を

やるに当たって、ただそううまくいかないところをやってもしょうがないのでです

ね、事業のポイントを３つ今回考えております。 

１つは見せ方の問題ですね。これは単に商品をＰＲしていくというよりも、生産

者に焦点を置いた形でＰＲをしていくというところを考えています。今、食べる通
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信というのがございまして、これは東北で始まったものなんですけれども、これが

食べ物付きの情報誌と言われるもので、食の作り手を特集した情報誌と、あと彼ら

が収穫した食べ物ですね。これをセットで定期便で届けるというのがこの食べる通

信の取り組みになります。これは比較的に成功しているかどうかというと、ちょっ

とその収支の状況までは把握してないんですけれども、世の中としては多く知られ

ている取り組みになります。 

この事業のどこがポイントかというと、今までのその商品に焦点を当てていると

いうよりも、その作り手に焦点を合わせているというところなんですね。実際に、

多分自分たちがどういう場合に物を買うかというのを考えてみたときに、多分商品

自体の差って正直よく分からないところが多いと思うんです、その細かい機能であ

ったりとか性能の差ですね。というよりも、誰が作っているものとかですね、あ

あ、これはこの人が作っているものだからきっとおいしいとか、そういった人によ

る部分というのがすごく大きいんじゃないかなというふうに思っています。 

インターネットの世界は、それこそ数十万、数百万という商品があふれています

ので、それらの商品で差別化を図っていく上では、実際にこういう人が作ってい

て、この人はこういう考え方、哲学をもって作っているというところをひとつＰＲ

していくのが重要なのかなと思っております。 

次に二つ目のポイントです。これはお客さんをデータベース化していきたいとい

うふうに思っています。実際に買ってくれたお客さんが性別とか年齢とか、あるい

はどこに住まわれている方なのかといった方々の情報をデータベース化して、これ

により何が考えられるかといいますと、まず一つ、マーケティングができるように

なります。実際に高森町の商品を買ってくださっている方々は、どういうことに関

心を持っていて、どういう方々なのかというところですね。それを商品開発に今後

生かしていくこともできるというふうに思っています。 

もう一つは情報発信ですね。当然メールアドレスなり何なりでその人に連絡をし

ていく手段というのを確保することになりますので、例えば新しく商品を開発した

ときに、今度これが新しくできましたというのをメールなり何なりで電子情報で相

手に届けることができるということもありますし、まさにその根子岳カレーがジオ

パークの最優秀賞を取ったことなんかもですね、今度最優秀賞を受賞しましたとい

う形でメッセージをすぐに広い範囲で届けることができる。今までの広告という

と、広い範囲に浅く広告をしていくというやり方が一般的だったと思うんですけれ

ども、この事業では高森町に何らかの関心を持ってくださっている方です、そうい
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った方々にピンポイントで情報を届けていくということもできるというふうに思っ

ています。 

三つ目ですね、ここは一番重要な点だと思っていまして、何で通販の事業がうま

くいかないかというと、多分費用の部分が収入よりも多くなってしまうというのが

単純に言うとそうなんですね。そのかかる費用の部分をどうやって減らしていくか

というところが一番のポイントになると思っていまして、この運営費の削減でいう

と、今回出品を検討しているところというのは出店料自体は無料なんですね。なの

で、ただ単に物を売っていくというだけではお金がかからない。ただそれに係る人

というのがいますので、その人件費の部分はかかってくるんですけども、その人件

費も、例えばその地域おこし協力隊を活用するというような仕組みができれば、地

域おこし協力隊は特別交付税措置で国から人件費が出てきますので、実質運営費を

減らしていく形でできるのかなというふうに思っています。 

今年度の予算として、補正予算で今回上げさせていただいたお金というのは、初

めにそのデータベースを作るといってもお客さんの数が一定数ないと意味がないの

で、それを得るためのＰＲと、あとは民間事業者から、そういった通販のノウハウ

を得るための事業料というところで考えさせていただいております。すみません、

長くなりました。 

御指摘のありました安定生産というところについて申し上げると、まさにそこは

一つの課題だと思っています。なので、実際に事業者の方にこのお話をしてもです

ね、「うちはそんなに作る力がないから」というふうに言われてお断りになられる

事業者もいらっしゃいます。そういったところにつきましては、逆にもう幻の何と

かじゃないですけれど、限定数とか限定１０個とかですね、そういった限定品とい

う見せ方をしてやっていくというところも一つの方法なのかなというふうに思って

おります。 

以上です。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） １０番 佐伯議員の委員会の最初の質問に対してお答

えしたいと思います。 

構成メンバーにつきましては、現在要綱等を作成中の段階でございまして、その

中で取りあえず案として出させていただいております。一応、学識経験者、公募に

より選出された町民というのは、今から町民等に回覧等でですね、やりたいという

人を探すんですけど、その後の町内諸団体の長といいますのが、これが関係各課で
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す、役場のそれぞれの課であったり局であったり、そこの把握している団体です

ね。例えば政策推進課でいえば商工会であったりとか観光協会であったりとか、そ

の代表者を出してくださいという言い方をしているものですから、一応代表の団体

の長という書き方よりも、おっしゃるとおり団体の代表としたほうが、そういった

メンバーを選出する上でもですね、より広く募集できるかなと思いますので、その

辺については改めさせていただきたいと思います。 

そのほかには検討部会であったりとか企画部会という職員の構成機関もあります

ので、それで今後につきましてはですね、構成メンバーをもとに検討を進めていき

たいと思います。 

以上でございます。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） １０番 佐伯議員の御質問にお答えいたします。 

というよりも非常に以前からおっしゃられている、南阿蘇村もですね、ぜひやっ

ていただきたい。やれるのは技術的には可能です。要は引き込めばいいということ

です。そもそも一つだけ違いがあるのが、ＮＴＴさんというのはデータ通信会社

で、光ブロードバンド情報基盤整備をして、そしてそれを仮に各戸に引き込んだと

いたしまして、じゃあ何で見るのかといったときにデータ放送で見るわけです。で

すから、基本はタブレットだったりスマートフォンだったり、端末です。 

たかもり光ネットワークというのは通信会社ではありませんので、それはタブレ

ットでも別にスマートフォンでもいいんですけど、テレビでというのがたかもり光

の手法なわけです。現在、南阿蘇村さんも初めですね、平野部の平たいところが多

い自治体は大半が大まかな情報基盤整備をなされて、そこから引き込む分は各住民

さんの負担であります。 

ところがこれが山間部を持ったり、もしくは自治体が広い自治体は、やはり高森

とか、例えば山都町みたいな大きいところ、広いところは、その地域間で格差が出

てくると。これをなくしましょうというのが高森のやり方だったわけなんです。そ

ういう中でですね、南阿蘇村が仮に引き込もうと思えば引き込むことは可能です。

公として引き込むと、仮に例えとするならば、例えば学校であったり、もしくは庁

舎であったり公民館であったり、そういうところをまずは、テレビで情報発信する

ほうが分かりやすいというところを例えばうたっていただけるとするならですね、

南阿蘇村さんも、ぜひ試験的にも取り組んでいただけないかなと。そうなればたか

もり光ネットワーク株式会社のほうも御協力はなされると思います。私のほうから
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も何回も伝えておりますが、ぜひ南郷谷一帯で同じ情報を共有できるような時代が

来ることを切にお願い申し上げますので、議会の皆さまも何らかの形で御協力、そ

して御指導いただければというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） １０番 佐伯金也君。 

○１０番（佐伯金也君） はい、ありがとうございました。 

ポイントチャンネル、光通信につきましてはですね、ぜひともですね、やはり昨

年の地震で非常に私たちは助けられた部分もあります、常時そういうふうにして情

報が発信できたということで。そういう意味からして、南阿蘇村の住民の皆さんた

ちからもそういう要望がかなり上がってきておるようでありますので、ぜひとも前

向きに南阿蘇村と協議を進めてもらいたいと。そうすることによってコストが分散

されるというふうな利点もありますので、よろしくお願いをいたします。 

それと、今橋本審議員が言われた地域資源を活用した新規販路開拓事業で、三つ

のポイントを言われたのですけれども、それを言われるならば、かなりこれはまた

人件費等がかかってくるのじゃないかな、コストがかかってくるのじゃないかなと

いう心配があります。恐らくこれももしかしたら「ＴＡＫＡｒａＭＯＲＩ」のほう

でされるつもりかもしれませんけれども、しかしながら、それにしてもですね、私

は以前こういうことを、町内に今企業が入っていらっしゃいますが、その企業の方

に持ちかけたことがございます。トヨタグループですと全国に約２００万人の方た

ちがお仕事をされておると。そういう方たちにそういう情報を提供して高森町の特

産品を定期的に納入することはできないかということを持ちかけたこともございま

す。しかしながら、余りにもパイが大きすぎて高森町では対応できないということ

で、涙をのんだということがあります。それと同じなんですね。パイを広げていけ

ばいくほど、やっぱりそういう懸案事項が出てまいりますから、やはり地域の生産

者の皆さんたちといろいろと話をして、日ごろの日売管理等を管理・監視されて、

見られて、どのような気持ちで作っておられるのか、どのような今までは販売をさ

れていたのか、どのような量が出てきておるのかということをちゃんと把握してし

ないと、ただ補助事業があるから手を挙げてやりましたよではですね、本当に町長

が一番最初のときに言われた、「補助事業でいろいろやっても、最終的に何も残ら

なかった」ということになってしまうのですよ。やるならばやっぱり成果が出るよ

うなね、この事業がきっかけで高森町がこう変わりましたというような事業でなく

っちゃ私はいけないと思います。現状では補助事業があるからするんじゃないかと
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いうようなふうにしか見えません。ですから、やるのであるならば、高森町を変え

る熱意でね、やっていただきたいと。 

草部南部、今、芹口議員も前にいらっしゃるんですけれども、冊子を作られて、

山東部のいろんな山地間の写真をきれいにまとめられて、本があります。それを各

地区に持っていくんですね。いろんな場所の人たちに持っていって差し上げます。

みんな感心されるんですよ。そこから販路が広がってくるんですね。やはり光であ

ったり通信であったり、いろんなフェイスブックであったりインターネットであっ

たり、手っ取り早いとは思うんですけれども、やはり一つ一つの積み重ねがやっぱ

りそういうことになってくると思います。そういう人たちを大事にしてですね、今

回の地域資源を活用した新規販路開拓事業というのはやっていただきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

以上です。 

○議長（田上更生君） そのほか質疑はございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、各常任委員会に付託したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４０号は各常任委員

会に付託することに決定しました。 

時間がだいぶ押しておりますけれども、最後まで行きたいと思いますので、よろ

しく御協力をお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第４１号 平成２９年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につい

て 

○議長（田上更生君） 日程第９、議案第４１号、平成２９年度高森町簡易水道事業特

別会計補正予算についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） 議案第４１号で提案いたしました平成２９年度高森町簡易

水道事業特別会計補正予算（第１号）について、御説明申し上げます。 

今回の補正は、４月１日付で行われました職員の人事異動に伴う人件費の補正を

行うものであります。歳出予算のみの補正を計上しております。 
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６ページをお開きください。 

第１款水道費の一般管理費におきましては、職員の人件費に係る給料、職員手当

等、共済費につきまして、今年度の見込額より補正を行っております。また４款予

備費につきましては、人件費補正に係る調整額を計上しております。 

以上、今回提案しております補正予算につきまして御説明いたしましたが、御審

議いただき御決定賜りますようお願いいたしまして、提案理由の説明といたしま

す。 

よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。１０番 佐伯金也君。 

○１０番（佐伯金也君） １０番、佐伯でございます。人件費の補正が出ましたから、

担当課の建設課長のほうにお伺いをいたします。 

水道事業については、断水とかいろいろな問題があって、職員の方たちが当番で

残っておられたりすると思います。大変な業務であると思うんですけれども、その

中で、大変な業務の中で今一番出動回数が多いのが、上色見の水問題であると思う

んですね。上色見の水問題は、先般から議会報告会でも、昨年も出ました、今年も

出ました。毎度毎度そういう苦情が出てくるわけですね。私たちは「大変ですね」

と言うんですが、大変ですねと言うのが逆に向こうは、やっぱり感情的には腹が立

ってくるわけですよ。「あなたたちは住んでないからいいんですよ」と、そこまで

言われるんです。 

そういう中で、私は建設課の水道係のほうでいろいろと手を施していられるのは

知っております。今度でもやっぱりよそから、外からいろいろ泥水が入らないよう

にも工夫されておるのも知っております。今回当初予算でも、またそれに屋根を付

けるような計画を立てていらっしゃるのも知っています。ですから、「どうにか解

決はしたいと思っておりますよ」と言うんですが、やはり今みたいに生活環境、住

環境がよくなって、お風呂場でも、浴槽が昔みたいに五右衛門風呂で鋳物だった

ら、そう砂が出ても、泥水であってもそうは見えないと思うんですが、今ホーロー

でシステムキッチンでユニットバスでと、すべてが白いものであったり白調でいく

と、やはりそういうものが特に目に付くわけですね。非常に気になっていらっしゃ

いますね。 

そういう中で、今後工事をされると思います。そこあたりの計画をね、どのよう

に立てていかれるのか、どのように対処していかれるのか、そのあたりについての
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御報告をいただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） １０番 佐伯議員の御質問にお答えいたします。 

今言われました、現在大村水源地の状況でございますが、岩から流れ出ている山

からの湧水に直接パイプを突き接続させて、よりきれいな水を取り込む仕組みを作

っております。ただ、今水圧が足らないとか水がちょっと流れないとか、そういう

ところで苦情をいただいておるところで、漏水の箇所を何カ所か見つけております

ので、その箇所の工事のときに緊急的な工事を行った場合に泥が発生することがあ

ります。 

ただ、今後の計画としましてはですね、精度の高い水を、よりきれいな水を取り

込めるよう、今年度、先ほど言われましたように、取水部分、岩から出ているパイ

プを突っ込んでいる部分を、屋根を被せて葉っぱとか泥とか砂が入らないような計

画をしております。それと同時に、またタンクの掃除も、清掃も行うこととしてお

ります。 

さしあたって今は、そういうところを今年度は計画しておりますが、今後ともよ

りきれいな水を取り込めるような環境を作りですね、早く濁り水を解消したいと考

えております。 

いずれにしましてもですね、今後とも砂等が混じらない給水に努力してまいりた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（田上更生君） １０番 佐伯金也君。 

○１０番（佐伯金也君） ありがとうございます。 

努力をされておるのは十分私も承知しております。しかしながらですね、上色見

の住民の皆さんたちは、毎日水を使われるわけですね。ですからやはりそこあたり

について、今修繕をしたときに濁り水が出るとかいう話が出たんですが、そういう

際においては、工事をする前の情報の提供、そういうものをちゃんとしておかない

と、上色見地区は皆さん御存じのとおり非常に観光業者の皆さんたちが多うござい

ます。お客さんが来られるんですね。そういう人たちに対して濁った水は出せない

わけですよ。中には買ってきた水を使っていらっしゃる方もおられるそうです。や

っぱりそういうことが極力ないようにやっていかないとですね。以前、今の町長じ

ゃない町長のときには、草部南部のほうに４個ほど簡易水道の補助事業をしたこと

がございます。そのときには軒数は２７、２８軒だったかな。上色見はまだ１００
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軒ぐらいあるですね。そうすると、やっぱり厚生労働省あたりに相談でもして、安

定供給・安全供給というものを私は計画をしていく必要があると思うんですね。 

ですから、その辺については、そういう苦情が毎度毎度出てくるということだけ

は肝に銘じておいていただきたいと思います。 

最後に町長、こういうお話はあなたの耳にも入っておると思うんですけれども、

どうぞ答弁のほどをよろしくお願いをいたします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） １０番 佐伯議員の御質問・御指導にお答えをさせていただき

ます。 

おっしゃるとおりでございます。まずもって、情報を供給する。情報を発信する

と。かもしれない、おそれがあるかもしれない。それでいいと、私は思います。 

建設課のほうもですね、十分そこは地元の区長さんたちとお話をした上で進めて

いるわけでございますが、やはりしっかり情報を発信して、こうなるかもしれな

い、今度工事をしますからと、そしてこういう結果でしたというところをやってい

かなければいけないと思っております。 

これは大村だけの問題ではなく、実は上津留であったり、ほかでも生活用水で、

この非常に泥が混じったりするというところもありますので、今後それは一つずつ

丁寧に解決をしていかなければいけない課題です。 

厚生労働省であったり、もしくはほかの省庁のこの水道の事業というのが、議員

も御存じのとおり、平成１９年ぐらい以降はございません。そういう中で、単独で

やっていかなければいけない。単独でもやらなければいけないことだと思っており

ます。 

そういう中でですね、高森の場合は農家の方がやはり多いということで、この農

業のほうで何か事業がないかというところも、農政のほうもしっかり精査していっ

ているところでございます。できるだけ国費であったり県費であったりを導入した

形で、環境を整えるというところでやっていきたいと思いますが、最終的に何もな

い場合は単独でも行っていくべきというふうに判断をいたしておりますので、その

節は議会の皆さまに御相談をさせていただきたいと思います。 

そして、上色見の住民の皆さまがそういうお困りというお声も聞いております

し、現場も見させていただきました。そういう中でですね、行政としては、一つ一

つなるべく早くという思いで職員もやっておりますが、住まれている方は毎日の問

題ですので、だったらいつやるのかというのが分かりやすい問だというふうに思っ
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ておりますので、なるべく早くやるとしか行政は答えられませんが、予算も決まっ

ておりますので、早急にですね、沼田課長のほうも急ぐというふうにこの件は言わ

れておりますので、もう少し待っていただければ、しっかり御報告ができる。そし

てその件もしっかりですね、情報を発信してまいりたいというふうに思っておりま

すので、今後とも御指導のほどをお願いしたいというふうに思います。 

以上です。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） 先ほど断水等の場合の周知を徹底してくださいということ

でおっしゃいましたけど、今日も断水をしてですね、工事をしなければならないと

ころがあります。先ほどお店とか田楽屋とか、そういうところの定休日を図ってで

すね、水道業者の方と調整をして、なるべく営業とかそういうところに重ならない

ように、影響が少ないところの時間帯、２時から５時までとかですね。それと周知

については防災無線で今行うようにしておりますので、付け加えさせていただきま

す。 

以上です。 

○１０番（佐伯金也君） よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） そのほか質疑ございませんか。８番 本田生一君。 

○８番（本田生一君） ただいま１０番 佐伯議員から、また建設課長、町長の御答弁

等ございました。この件につきましては、私も一般質問をいたしております。今、

担当の建設課長ともしょっちゅうお話をさせていただきまして、早く解決をしてい

ただくようにというようなことで今御相談をしているところでございます。 

先ほど町長もお話がございましたとおり、今年度当初予算も組んでございますの

で、早急に工事にかかってですね、地域の住民の皆さん方が安心して飲める水を供

給できるようにお願いをしておきます。 

よろしくお願いをいたします。御答弁はよろしゅうございます。 

○議長（田上更生君） そのほか質疑はございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４１号は建設経済常
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任委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 休会の件について 

○議長（田上更生君） 日程第１０、休会の件についてを議題とします。 

お諮りします。 

６月９日から６月１４日までは休会としたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、６月９日から６月１４日ま

でを休会とすることに決定しました。 

なお、各常任委員会が開かれますので、よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれで散会いたします。 

お疲れさまでございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後１時００分 
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平成２９年第２回高森町議会定例会（第２号） 

 

平成２９年６月１５日 

午前１０時００分開議 

於   議    場 

１．議事日程 

 開議宣告 

 日程第１ 一般質問について 

 

議 席 氏 名 事    項 要    旨 

１ 番 牛嶋津世志 

防災計画 

①災害発生時の全員登庁の規約は 

②災害発生時の登庁時間の規約は 

③登庁に伴う通勤手当の見直しは 

予防防災 

①消防団・団員の出動要請の本庁の

対応について（役場に通報があっ

た時の当直の対応） 

②色見総合センターの防火水槽整備 

４ 番 興梠壽一 

公共施設等のインターネッ

ト契約状況 

①現在までのたかもり光ネットワー

ク株式会社に対する契約状況は

（テレビ・光・見守り） 

②公共施設等のインターネットの契

約先は 

③なぜ、全て契約できなかったのか 

④Wi-Fi（ワイファイ）全館使用可能

に 

スクールバス停留所の現状

と今後 

①スクールバス停留所の現状 

②スクールバス停留所の今後と補修

は 
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４ 番 興梠壽一 
認知症高齢者の保護につい

て 

①光ネットワークにおける、高齢者

見守りサービスの状況は 

②町内における認知症高齢者の徘徊

等の実例は 

③今後における認知症徘徊高齢者及

び認知症徘徊高齢者家族支援サー

ビス等における町の対策は 

６ 番 立山広滋 公営住宅 

①現状・進捗について 

・公営住宅の団地・棟・戸数は 

・公営住宅の法的基準について 

・平成 18 年 2 月の「町営住宅整備事

業ストック総合計画」 

・総合計画以後の整備状況 

・熊本地震による計画の変更は 

②今後の取組みについて 

・集合住宅の必要性(コンパクト化) 

・公営住宅居住者の意向調査 

 

２．出席議員は次のとおりである。（９名） 

１ 番  牛 嶋 津世志 君        ３ 番  後 藤 三 治 君 

４ 番  興 梠 壽 一 君        ５ 番  芹 口 誓 彰 君 

６ 番  立 山 広 滋 君        ７ 番  森 田   勝 君 

８ 番  本 田 生 一 君        ９ 番  田 上 更 生 君 

１０ 番  佐 伯 金 也 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

町    長  草 村 大 成 君   教 育 長  佐 藤 増 夫 君 

総 務 課 長  佐 藤 武 文 君   生活環境課長  田 上 浩 尚 君 

会 計 課 長  古 澤 要 介 君   健康推進課長  阿 南 一 也 君 

住民福祉課長  佐 伯   実 君   建 設 課 長  沼 田 勝 之 君 
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農林政策課長  後 藤 健 一 君   税 務 課 長  松 本 満 夫 君 

政策推進課長 
        馬 原 恵 介 君   教育委員会事務局長  東   幸 祐 君 兼TPC事務局長 

たかもりポイントチャンネル事務局次長  岩 下   徹 君   監査委員事務局長  安 方   含 君 

政策推進課審議員  橋 本 俊太郎 君   農林政策課審議員  荒 牧   久 君 

教育委員会審議員  古 庄 泰 則 君   総務課総務係長  岩 下 雅 広 君 

総務課財政係長  代宮司   猛 君 

 

５．本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名） 

議会事務局長  安 藤 吉 孝 君   議会事務局庶務係長  山 田 耕 生 君 



 

－64－ 

開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） おはようございます。 

会議に先立ち、町長から行政報告の申し出があっておりますので、許可いたしま

す。 

町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） おはようございます。 

行政報告の申し入れをお願いいたしました。昨年、高森町町議会議員の皆様方に

も大変御協力いただき、活発な議論をしていただきました高森町公共施設温泉施設

等の適正なあり方に関する協議会、公共施設あり方検討協議会の中で、高森温泉館

の今後についてというところで一般質問等もございました。６月の定例会の中で、

もしくは臨時議会の冒頭でということをお伝えしたところでございます。まずもっ

て、議会議員の皆様並びにこの協議会の中身で議論を重ねていただきました駐在嘱

託員の町民の皆様、そして各種団体、または老人クラブであったり、女性代表者で

あったり、多くの学識経験者の皆様が総勢３２名参加していただいて、あり方検討

協議会の中で答申を出していただきましたことに関しまして、改めて御礼を申し上

げたいというふうに思っております。結論から申し上げます。平成３０年度までは、

このまま直営で運営をさせていただきたいと思っております。その中で１点だけ、

私は住民にとってプラスか、マイナスかで判断するというところで、選挙で当選を

させていただきました。住民の民意というのは、この検討委員会の中に、議会議員

の皆様、もしくは駐在嘱託員の皆様が入られて検討されていることですので、民意

と考えておるところでございます。また、その前段としてアンケート結果、町民ア

ンケート、全体の一番多い割合が売却、そしてあり方検討委員会で、これは無記名

での各委員の判定を行ったという中でも、売却が一番多かったというところでござ

います。しかしながら、１点、意見として一番町民の皆様からも聞く意見であり、

このあり方検討委員会でもあったことが、やはりお金は掛けるなと、今後お金は掛

けてほしくないと、後世、要は子ども、お孫さんの時代にお金を掛けたくないと、

残したくないと。しかしながら、温泉はほしいというのが率直な意見ではなかった

かというふうに考えておるところでございます。私が決断した背景には、やはりそ

の町民の率直な意見、そして福祉施設というあり方に関しても、平成８年、平成の

最初のころと２０年経っている現在では、やはり福祉という観点でも私は福祉事業

としてのこの高森温泉館の役割は十分に果たされてきたと思いますが、現時点では
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この事業に関しては、今後は多様性を求められている時代ですので、温泉一本でと

いうことは不可能だというふうに判断をしたところでございます。しかしながら、

ソフトランディングと申しますか、熊本地震もございました。平成３０年度までは

直営、今のままで運営をしていきます。そして、この間、今年度には、このあり方

検討委員会で一番意見が多かった売却、もしくは町民アンケートによって一番割合

が多かったこの売却に関しましては、私は将来条件付き売却ということを実践する

ためには、公有財産評価委員会を今年度中、もしくはすぐにでも立ち上げて、この

売却をするにあたり、しっかりした条件をやはり町として積み上げた上で、そこは

行っていくべきだというふうに考えております。また、委員会の中でもありました、

利用者の増加というところに関しましては、そもそもが人口減少が著しい中で、も

しくは観光施設と福祉施設というのは背中合わせでございます。観光業を行われて

いる民間の業者さんにとっては、やはり福祉施設というのは、これは一つ踏み込め

ないところがあるというのは、私は今回のあり方検討委員会の議事録の中でも、も

しくは町民アンケートでも顕著にそれは表れているのではないかというふうに考え

ております。 

まとめます。福祉施設としての多大なる高森温泉館のこれまでの功績は評価をい

たしますし、町民の皆様も評価をされている。そして、時代は変わってまいりまし

た。今後の施設の運営維持に関して、多大なるお金がかかる、そのことをあり方検

討委員会ではしっかり議論していただきまして、やはりお金は将来に掛けたくない

と。しかしながら、町の施設をできるだけこの高森町に残したいと。その形として、

売却がふさわしいのではないかと。しかし、現状働いている方、もしくは現状使わ

れている町民の方も多数いらっしゃいますので、平成３０年度までは直営運営。あ

と１年半ございます。その間に公有財産評価委員会でしっかりこの高森温泉館につ

いては評価をさせていただき、私は将来、平成３０年度以降には、すぐにでも条件

付き売却が望ましいというふうに町長としての意見をまとめさせていただきます。 

以上、御報告とさせていただきます。 

○議長（田上更生君） これから、本日の会議を開きます。 

   お諮りします。お手元に配付してあります日程に従って議事を進めたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。それでは日程に従って議事を進めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第１ 一般質問 

○議長（田上更生君） 日程第１、一般質問を行います。 

順番に発言を許します。 

１番、牛嶋津世志君。 

○１番（牛嶋津世志君） おはようございます。１番、牛嶋でございます。一般質問を

行います。 

熊本地震から１年が過ぎましたが復興への道のりはまだまだ先が見えてきません。

本町においても防災計画が複数進められておりますが、今回の質問は、災害発生時、

本町職員の対応について質問をいたします。 

熊本県は、職員に対して震度６弱の地震発生時に全員登庁を定めた地域防災計画

の規定があります。市町村行政区は、各自治体ごとに対応が違うが、高森町にはそ

のような規定があるのでしょうか。高森町は広い範囲で集落がありますが、県境の

集落から防災本部高森町役場まで、概ね３０キロから３５キロメートル程度の道路

距離であります。普通に車を利用すれば約２５分から３５分で到着いたします。規

定があるとすれば、災害被害職員以外の登頂時間はどうなのだろうかと。昨年の熊

本地震の際は、近くの職員は早い段階で登庁していたことはよかったことであると

思います。職員の通勤距離を確認することはできませんが、高森町職員の通勤手当

に関する規則によれば、最短５キロメールから６０キロメートル以上までで、１３

段階に分けて通勤手当が規定されております。熊本地震発生後、通勤手当の見直し

をする自治体もあり、高森町も検討する課題ではないかと思われます。 

次に、予防防災について、消防団の活動には日ごろから大変感謝するところであ

りますが、火災等の第一報が役場にあったとき、夜間、または休日の担当職員の対

応が消防団、消防団員への通報が不備ではないのか。また、色見総合センターは防

災避難所に指定されましたが、今回駐車場整備の予算が組まれたということで視察

いたしまして、体育館南側に防火水槽の設置がしてあります。もう２年前に工事し

たと記憶しておりますが、完了とは思えない点がありまして、予防防災の観点から

みれば、現状の設備をきちんと整備してから次に進むべきではないかと思われます。 

以上、防災計画３点、予防防災の２点で質問を行います。 

まず、防災計画で先に述べたように、大規模な災害発生時に全員登庁を定めた地

域防災計画の規定は高森町にありますか、伺います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） おはようございます。１番 牛嶋議員の御質問にお答えを
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申し上げます。 

現在の防災計画には、全員登庁という規定は設けておりません。ですが、本日開

催予定の防災会議では、新たな防災計画をお示しする予定でございまして、熊本地

震の反省から震度５弱以上の地震が発生した場合は、職員は速やかに登庁するよう

に改めております。なお、その他の場合には、全員登庁という規定は設けておりま

せん。 

以上です。 

○議長（田上更生君） １番 牛嶋津世志君。 

○１番（牛嶋津世志君） 自席から質問します。 

防災計画、今後設けるということでございますので、まず規定なしということで、

次に進みたいと思います。２番、３番は関連いたしますので、もう続けて質問をい

たします。 

九州北部豪雨災害、また今回の熊本地震災害等を考慮すると、防災計画の中に全

員登庁の規定を設け、また登庁時間も設定することが大事かと思われます。登庁時

間を質問するのは、役場職員の通勤手当に関連がありまして、高森町の職員の通勤

手当によれば、先ほど申したように５キロ未満２,０００円から６０キロ以上３万

１,６００円の１３段階に分けてあります。熊本地震以後は、道路寸断などで近隣

に住居を移動された職員もいるかと思いますが、現在、町外在住の職員の割合はど

の程度か。阿蘇地区のほかの行政区において、今回の熊本地震後、災害時の初動対

応の迅速化に向け、また町内在住の促進を進めるため大幅な削減がなされた行政区

もございます。高森町においても、職員の危機管理意識の向上、町内住居促進を進

めるため見直しをすることも必要ではないかということで伺いたいと思います。 

以上３点、お願いします。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 自席からお答えを申し上げます。 

現在、町外在住の職員の割合はと申しますと、９３名中９名ですから約１割です。 

それから、職員の危機管理意識の向上、町内居住促進を進めるため見直しをする

必要はないかということですが、端的に申し上げますと必要はないと考えておりま

す。なぜかと申しますと、本町は、先ほど議員がおっしゃいましたように、宮崎県、

大分県、県境まで広く町土を有しております。一番遠い集落で３０キロ以上ござい

ます。ですから、一端災害が起これば、どのような道路事情になるかわかりません

し、現在はほとんど総務課長という立場で招集を掛けるようにしておりますし、そ
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の災害ごとにケースバイケースで招集の内容も変わってまいりますし、今まで必要

はなかったというふうに考えておりますので、変更する必要はないというふうに考

えております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） １番 牛嶋津世志君。 

○１番（牛嶋津世志君） 規定の必要はないということですが、今まで必要がなかった

から規定をしないということでは、先に進まないという点がございます。もう一度、

御考慮をお願いしたいと思います。 

次に、予防防災について伺います。高森町消防団員の出動要請は、団長の招集に

よって出動し、職務に従事するものとする。ただし、招集を受けない場合であって

も、水災害、その他の発生を知ったときは、あらかじめ指定するところに従い、直

ちに出動し、職務に従事しなければならない。高森町条例２２条第８号に記してあ

りますが、休日や夜間のとき、ぼやや初期消火で済むような事例の通報が役場にあ

ったときに、日直職員、当直職員が直ちに近隣消防団、消防団員等に要請せずに火

事になった事例があったと聞いております。なぜ直ちに要請しなかったか、総務課

長の指示待ち、広域消防連合からの要請待ちなどと聞き及んでおります。今回、豪

雨災害に対してはシステムの充実を図り、職員なら誰でも危険地域の住民、消防団

に通報ができるようになりました。火事などの初期の段階の通報であれば、職員が

自己の判断で消防団及び団員に出動要請をできるような体制を取るべきではないか。 

以上、伺います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） １番、牛嶋議員の御質問にお答えを申し上げます。 

今、議員が御指摘の案件につきましては、昨年の３月に起きた火災ではないかと

いうふうに考えますが、その当時、当直に指示をしておりましたのは、総務課長ま

で連絡をしてからという形を取っていたことは事実でございます。その火災の発生

後、すぐ全職員に指示をいたしましたのは、原則的に通報があった場合には速やか

に消防団の出動を要請することというふうに改めたところです。その後、火事の発

生はあっておりませんけれども、階層ごとに会議を開きまして、改めてその出動の

要請については確認をしたところです。今後、役場に直接通報がある場合もありま

すし、ほとんどが阿蘇広域消防本部に１１９で通報がなされまして、その後、町の

ほうに連絡がございますけれども、どちらの場合も速やかに消防団の出動を要請す

る、これは当直者の判断ではなくて、町の方針として要請をするということにして
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おります。 

以上です。 

○議長（田上更生君） １番 牛嶋津世志君。 

○１番（牛嶋津世志君） 昨年の事例と総務課長はおっしゃっておりますが、これほか

にも以前にそういう事例があったということも伺っておりますので、そこあたりも

考慮されて、徹底した指示系統、よろしくお願いしたいと思います。 

最後に、色見総合センターの隣接地の体育館南側に防火貯水槽が設置されており

ます。先ほど申しましたように、２年前に設置したと思われますが、今回、駐車場

の整備の予算が組まれたので一応確認して、またどういうふうになっているかを見

てきましたが、給水管取り入れ口の接続部分は金具で止めてある、そのまま金具が

見えている状態であり、また給水用の設備をされるのかと思ってそこあたりもよく

見ておりましたが、補充用の給水管の設備もまだされておりません。また、すぐ近

くに消火栓があるかと思って探しましたが、すぐ近くにも見あたりませんでした。

保育園の横には今回新設したということを聞いておりますが、防火水槽の周りには

そういう補充用の給水管等が設置してあるようにも見あたりませんでした。現状の

ままであるのか、またほかの防火用貯水槽もそういうような状況であるのか、一応

点検をしてもらいたいと思いますが、それも一つありますが、今の色見総合センタ

ーの防火水槽を現状のままされておくか。また、給水設備等の施設を早急にされる

のか。そこを伺いたいと思います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 色見総合センターの防火水槽の件についてお答えを申し上

げます。今、議員がおっしゃいましたように、この防火水槽への専用の給水施設は

備えていないのが現状です。ただ、町内の、今把握しております約２５０カ所の防

火水槽がございますけれども、ほとんど専用の給水施設を備えていないというのが

現状です。と申しますのも、給水はどのようにしているかというと、自然水利であ

ったり、最寄りの消火栓から給水するというのが現在の形でございます。ですから、

例えば役場にも防火水槽がございますが、これも道の反対側の消火栓から給水をし

ているのが現状でございます。 

色見総合センターにつきましては、保育園のところにございます消火栓から消防

ホース約３本で給水が可能というふうに考えておりますので、今後もすぐにそれを

改善する予定ではございません。 

以上でございます。 
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○議長（田上更生君） １番 牛嶋津世志君。 

○１番（牛嶋津世志君） 新しい、今、設置されている防火水槽は、災害時に水等を利

用する貯水槽としても兼務しているかと思いますので、新しい防火施設については

早急に給水設備をされたほうがいいんじゃないかという思いがございますので、そ

こあたりも迅速な対応をお願いして、以上で防災計画及び予防防災の質問を終わら

せていただきます。 

○議長（田上更生君） １番 牛嶋津世志君の質問を終わります。 

４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） おはようございます。４番 興梠です。 

先に通告いたしました公共施設インターネットの契約状況、それからスクールバ

スの停留所の現状と今後、最後に認知症高齢者の保護についてお伺いします。よろ

しくお願いを申し上げます。 

まず、公共施設のインターネットの契約状況についてですが、情報通信基盤整備

に伴いまして光ファイバーが高森町全体に網羅されまして、高森町の教育は全国に

先駆けてＩＣＴを最大限に活かした教育へ移行いたしました。また、たかもりポイ

ントチャンネルも同時に開設されまして、今や高森町の住民の情報源として大変重

要な通信機器となっております。今回の定例会におきまして、情報通信施設利用有

料化実施計画策定に向けた委員会設置の予算が計上され、委員会が設置されようと

しております。この情報通信基盤については、大きく分けて３つのサービスがあり

ますが、まずテレビ放送、それから光ブロードバンド、いわゆるインターネットで

すね、それから、高齢者見守りのサービス、この３つがサービスとしてあります。

このサービスの契約実績について、現在どうなっているのか、お伺いをしたいと思

います。 

また、この契約の実績については、当初の計画について契約率はどうなのか、お

伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 馬原恵介君。 

○政策推進課長（馬原恵介君） おはようございます。４番 興梠議員の御質問に対し

てお答えしたいと思います。 

町の情報通信基盤の３つのサービスの実績について、それぞれ説明いたします。 

まず、たかもりポイントチャンネルの契約状況につきましては、平成２６年度か

ら放送が開始されました高森色見地区、平成２７年度から放送が開始されました草

部野尻地区、これに町内事業所や各地区の公民館等を合わせた有効世帯数２,８２
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８世帯に対しまして２,６９１世帯が契約をされており、契約率は９５.１６％にな

っております。なお、平成２８年３月定例会で一般質問がありました際に報告いた

しました契約世帯２,６２５世帯に対しまして６６世帯の実増となっております。

約１年半で６６世帯ということです。 

次に、光ブロードバンドサービスの契約状況につきましては、一般家庭向けのベ

ーシックコース、この契約が５８９世帯、それから業務用のアドバンスタイプの契

約が３５世帯、合計で６２４世帯が契約されており、契約率は２２.０７％となっ

ております。 

最後に、高齢者見守りサービスの契約状況をお答えする前に、３種類のサービス

について簡単に説明したいと思います。３つのうちの１つ目が緊急通報ボタンです。

これは、個別に配布してあるＳＯＳボタンを押すことによりまして、あらかじめ登

録をしてありますメールアドレスにメールを通知するサービスになります。これは、

契約世帯数は１６世帯です。２つ目が電源監視です。これは、頻繁に使用する機器

のコンセント、例えばテレビとか、室内の電灯とかのコンセントに設置しまして、

電気の流れを感知して、先ほどと同様に登録されたアドレスにメールを通知すると

いうサービスでございます。これは、契約世帯数は３世帯でございます。３つ目が

ドア開閉監視です。これは、自宅室内のドアや冷蔵庫のドア等、指定されたドアが

開いたときに前の２つと同様に登録されたアドレスにメールを通知するサービスに

なります。こちらも契約世帯数は３世帯です。合計で２２世帯が契約されており、

契約率は０.７８％になっております。これは世帯数、契約共に３月末現在である

ことを申し添えます。 

契約率の目標につきましては、これはたかもりポイントチャンネルに限ったこと

ですが、一応当然１００％というのを目指しております。しかし、９５％前後で推

移しているというのが現状でございます。この理由といたしましては、アパート等

の集合住宅ですね、これは１つの契約で複数世帯が見たりとか、あとは住民票と実

際住んでいるところが違うということで、個別の契約に至らないという様々な要因

がありまして、なかなかその９５％前後から伸びないというのも現状であります。 

補足といたしまして、今議会において情報通信施設利用に関する委員会設置の補

正予算を計上いたしておりますが、委員会において審議する内容は、現在無料で放

送しておりますたかもりポイントチャンネルの今後の件についてでございます。今、

説明いたしましたほかの２つのサービスですね、ブロードバンドサービス及び高齢

者見守りサービスにつきましては、既に料金が発生しておりまして、利用されてい
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る町民の方は利用料を負担されているということを申し添えたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） ただいま、課長のほうから詳しく説明いただきました。テレビ

においては９５％以上ということで、またインターネットについても２２％、約６

２４世帯契約をいただいているということで、私の考えとしては大変高い数字で推

移しているかなというような印象を持ちました。この実績等については、今後、先

ほど言いました委員会等で協議されるものと思いますので、今回私は公共施設等の

インターネットの契約先がどこなのか、お伺いをしたいと思います。 

定例会の当初に情報通信基盤整備につきましては、町長のほうから基盤整備の経

緯、それから必要性について詳しくお話がございました。今後、受信料を有料化に

するとなれば、当然契約先、役場ですね、公共施設等の契約先はたかもり光ネット

ワークに加入すべきと思いますけれども、現在の公共施設のインターネットの契約

先、それから契約状況についてはどうなっているのかをお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） ４番 興梠議員の御質問にお答えをいたします。 

まず、公共施設と申しますと種類がございますけれども、まず避難所に指定して

おります１４施設については、現在のところ５年間の実証期間ということで無料で

フリーＷｉ－Ｆｉを設置いたしております。これにつきましては、たかもり光のほ

うから設置をお願いしているところです。 

それから、あと１２施設ございまして、役場、本庁、出張所２カ所、学校が４校、

義務教育学校も前の形で４校と数えております。それから保育園が２園、それから

アグリセンター、それから草部総合センターはちょっと別に考えておりますので、

もう一つカウントしております。それから、子育て支援センター、この１２カ所に

ついて平成２９年度の当初予算で整備をするように計上したところですけれども、

この１２カ所につきましては、そのうち野尻出張所、高森東中学校、アグリセンタ

ーを除いたところは、現在のところ、たかもり光との契約ではないというふうにな

っております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） 今、総務課長のほうから御説明がありましたけれども、もう少

し具体的に説明いただくならよかったんですが、これから受信料を徴収しようとす
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るときに、事業主体の役場がたかもり光ネットワークに加入せずに他社に加入とな

ると、町民の方の理解も得ることができないのではないかと思います。先ほどお話

がありましたように、今回の補正でインターネットの通信料やら、セキュリティ対

策の予算が計上されております。なぜ当初からたかもり光ネットワーク社に契約さ

れなかったのか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 一つ、興梠議員の御質問にお答えをいたします。 

今回、有料化ということでございますが、インターネットについては既に当初か

ら契約料を支払っているということは、まずお断りをさせていただきたいと思いま

す。 

それから、今回補正で上げておりますインターネット通信料やセキュリティ対策

の予算というのは、今まで職員が同じパソコンでインターネットを使う、もしくは

役場の中の総合行政を使う、同じ機械を使うということで、セキュリティ上、問題

があったために、それを同じ機械では両方の機能を使えないようにするためにセキ

ュリティ対策を行うというものでございまして、これは当初予算で上げておりまし

たものをよくよく内容を精査しましたところ、今の役務費ではまずいということで

委託料に組み替えるという内容で予算を上げたところでございます。 

それから、インターネット通信料を計上しておりますのは、その同じ機械で、同

じパソコンでインターネットを利用できないということで庁舎内で相当不便になり

まして、これ新たに契約する必要があるということで、そのインターネット回線を

増やす必要があるということで計上をしたところでございまして、その部分につい

ては、まずもって御説明をさせていただきたいというふうに思います。 

それから、なぜ当初からたかもり光と契約をしていなかったかというところにな

りますと、当初、それぞれがインターネットの契約をしておりますのが、それぞれ

の費目の中で、それぞれの施設で契約をしてきた経緯がございまして、その部分に

ついては全体的な把握ができていなかったということで、平成２９年度の予算でた

かもり光に一本化するということでお願いをしたいというふうに御提案したところ

でございます。理由が何かとおっしゃいますと、これはやはり行政の縦割の弊害で

あったというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） ただいま回答をいただきましたけれども、私も今回の質問にあ
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たりまして、光ネットワークさんのほうに現状を伺いに行きました。以前、マイナ

ンバーの件で一般質問をしたときに、総務課長のほうからこのセキュリティ関係に

ついては個人情報の流出防止等に向けての説明等ございましたので、多分そういう

ところだろうとは思っておりましたけれども、開設された当時はポイントチャンネ

ルですね、情報通信の基盤が整備された当時は、まだマイナンバーについてはなか

ったかと思いますので、当初から加入すべきだったろうと私は思います。今後、光

ネットワークのほうに移行されるということで理解をしますと、町民の皆さんにも

理解を得ることができると思いますので、早急の移行をお願いしたいと思います。 

続きまして、Ｗｉ－Ｆｉについて、これは全館使用ができないかということで質

問をしたいと思います。現在、各地域のいくつかの団体によりまして、ＴＡＫＡｒ

ａＭＯＲＩからタブレットの端末を借りて団体の活動状況を報告することによりま

して、高森町の宣伝に一躍を担っております。しかし、残念なことに庁舎内ではこ

のタブレットで保存したデータなどがＷｉ－Ｆｉの整備が一部しか整備されており

ませんで、送受信することができません。せっかくタブレット等が各地域に端末を

貸してございますので、全館このＷｉ－Ｆｉを使用可能にはできないかということ

をお伺いしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 興梠議員の御質問にお答えいたします。 

現在、庁舎内でもＷｉ－Ｆｉが使えないわけではございませんけれども、興梠議

員が今御指摘のとおりでございます。これは、建物の構造上、一つのルーターでは

インターネットが使えない、タブレットもなかなか使えないというのが現状でござ

います。基本的に、行政的にインターネットの使用を考えた上で設置した形で、な

かなかタブレットの利用まで考えていなかったというところは確かにございます。

ただ、少ない経費でなるべく抑えるというところも必要でございますので、今後は

なるべく利用ができるように、また経費も抑えながらどうしたらいいかというのは

検討してまいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） この議場内においても、執行部の皆さんにおいてはタブレット

の持ち込みをされております。ということは、ルーターが整備されているというこ

とで、庁舎内でも政策推進課、それからどこか２、３カ所整備されているというこ

とですので、今、課長のお話のとおり、将来に向けて整備方をお願いしたいと思い
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ます。 

続きまして、スクールバスの停留所の現状と今後について質問をさせていただき

たいと思います。 

まず、スクールバス停留所の現状ですが、学校の統廃合に伴いまして、児童生徒

の通学手段がスクールバスへ移行されました。同時に、各地区に停留所も立てられ

まして、学校統合から数年間は児童生徒も各地区に多数おりまして、停留所を利用

し、風雨等をしのぐ大変貴重な停留所であったかと思います。しかし、現在では生

徒数、児童数が激減いたしまして、高森町内小中学校が各２校と、先ほど総務課長

のほうでは義務教育学校の話がありましたけれども、地域においては児童生徒が１

人もおらず、現在、完全に利用されてない停留所があるかと思います。現在のスク

ールバスの停留所の現状はどうなっているのかをお伺いしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 教育委員会事務局長 東幸祐君。 

○教育委員会事務局長（東 幸祐君） ただいまの興梠議員の御質問にお答えいたしま

す。 

現在、東・高森校区ですね、共に４路線で運行を行っているところでございます。

東におきましては、設置箇所は２４カ所ございます。うち、現在使用しているのが

８カ所、高森校区では１４カ所ございますが、１２カ所使用しております。産交バ

スの停留所と若干かぶるところがございますが、そういうところも一緒に利用され

ているところでございます。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） ただいまの説明ありました、東校区においては２４カ所で８カ

所を使用と。高森においては１４カ所あって１２カ所を現在使用しているというこ

とですが、使用してない停留所ですね、現状は今現在どうなっているのか、説明を

いただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） 教育委員会事務局長 東幸祐君。 

○教育委員会事務局長（東 幸祐君） 使用してないところは、現在はそのままという

形を取っております。将来的にまだわからない部分がありますので、そのままの形

を取っているのが現状でございます。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） 私は、現状といいますか、停留所の現在がどのような状況にお
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かれているのかをちょっとお聞きしたかったんですけれども、今後についてはちょ

っと今からまた質問をしたいと思います。今、お話のとおり、児童生徒が１人もい

ない状況下にある停留所が多数あるということがわかりました。私がちょっと見た

範囲では、全然使われていない停留所におきましては、カビ等が生えまして、周囲

には雑草が生い茂っている状態の停留所も数点ございました。現在、町では公共施

設のあり方検討会等開かれておりますけれども、このスクールバスの停留所につい

ては、その対象にはなってないかと思います。今後、使われてないスクールバスの

停留所の利用方法なり、またそれから補修ですね、補修も兼ねて清掃関係等につい

ての将来の考えについてお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 教育委員会事務局長 東幸祐君。 

○教育委員会事務局長（東 幸祐君） 現在、使用されてないバス停につきましては、

将来的にもそこから使用が見込まれない場合には、当然撤去をしたいというふうに

考えております。ただ、その用途外で地域の方が別の意味で利用したいということ

であれば、協議をしていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） 今現在、今説明しましたように、見た感じでは、言葉で言えば

汚れたような状態のようなところも多数あります。景観上、あんまりいい景観では

ございませんので、地域の要望等ございましたなら、清掃なり補修等の工事をして

いただくならと思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（田上更生君） 教育委員会事務局長 東幸祐君。 

○教育委員会事務局長（東 幸祐君） ですので、当然地元が何らかの利用をされてい

るのであれば、当然補修もしますし、その点は考えていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

最後に、認知症高齢者の保護についてお伺いをしたいと思います。先ほど光ネッ

トワークにおきまして、高齢者見守りサービスの状況について契約数なりをお伺い

いたしました。このサービスについて、現在利用状況はどのような状態になってい

るのかをお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 阿南一也君。 

○健康推進課長（阿南一也君） おはようございます。４番、興梠議員の質問にお答え
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します。 

たかもり光の高齢者見守りサービスについては、先ほど政策推進課長が報告した

とおり、３つのサービスがあります。一つ目が緊急通報ボタンが押されるとメール

通知するシステム、二つ目がテレビや電気のスイッチを感知し、メールするシステ

ム、三つ目が部屋やトイレのドアの開閉を通じてメールを通知するシステムと３つ

のシステムがありますが、在宅老人緊急通報装置設置事業によるものは、一つ目の

緊急通報ボタンを押すとメールが通知されるシステムを採用しています。これは、

以前の阿蘇広域行政事務組合の緊急通報事業の装置は、ボタンを押せば阿蘇広域消

防につながるシステムであり、この方法を採用したものであります。しかしながら、

この事業は平成２７年度をもって終了したため、このたかもり光を使った見守りシ

ステムに移行したものであります。料金は月５００円ですが、そのうち２００円を

補助し、本人負担は３００円となります。在宅老人緊急通報装置の利用対象者は、

高森町に在住の概ね６５歳以上の一人暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯となりま

す。ただし、心臓疾患、脳血管障害による意識障害及び発作等で緊急的連絡の必要

性がある方及び電話による緊急等の通報を行うことが困難な方につきましては無料

としています。この在宅老人緊急通報装置の６月１日現在における利用者は１７件

であります。この緊急通報システムですが、具体的に説明しますと、携帯電話ぐら

いの大きさの端末機にＳＯＳの赤いボタンがあります。その赤いボタンを押すと、

あらかじめ登録した５件の方々にメールが届くシステムであり、家の中にも受信機

があります。スピーカーからブザーがなるようにもなっています。家の中には、壁

に掛けたり、持ち運びができます。たかもり光に確認したところ、昨年度において

は、このＳＯＳのボタンを押された方はおられなかったと聞いております。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） 現在、利用者は１７件で、昨年は利用がなかったということで

大変よかったかと思います。 

次に移りますけれども、町内における認知症高齢者の徘徊等についてということ

でお伺いをしたいと思います。昨年、私の地元草部北部におきまして、自主防災会

の訓練を兼ねまして総会が開催されました。その講習の中に、高森町のボランティ

アグループ、風まる一座という一座がございますけれども、による寸劇がございま

した。その内容は、認知症の高齢者を抱えた家庭の物語で、題名が「うちの嫁は泥

棒だ」そして、もう一つが「帰宅願望」の２つの寸劇がありました。また、本年３

月においては、高森総合センターにおきまして地域づくりフォーラムだったですか
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ね、の開催がされた際に映画、題名が「徘徊」ということで上映がなされておりま

す。この寸劇、それから映画におきましても、笑いを交えながら認知症への接し方

など、大変勉強させられました。現在、ある本によりますと、８０歳を超える４割

が認知症になるのではないかというような、可能性があるといったことが書いてご

ざいました。高森町においても、認知症高齢者の徘徊等の実例がどのぐらいあって

いるのか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 阿南一也君。 

○健康推進課長（阿南一也君） 自席から答弁させていただきます。 

昨年度において高森警察署までお世話になった件数は、地域包括支援センターが

把握しているのは３件と聞いております。この徘徊の実例ですが、本人さんはもと

より家族の方がいらっしゃいますので大まかなことしか言えませんが、認知症の方

により、その症状、行動も変化があるようで、かなりの広範囲にわたり徘徊された

り、またある程度の行動範囲が決まっているなど、様々であります。当然、家族の

方におかれましては、徘徊に対する予防はなされていました。介護の新規申請の原

因は、これまでは筋骨格疾患が１番でありましたが、平成２８年度においては、筋

骨格疾患を抜いて認知症が１番になりました。内訳を申しますと、平成２８年度の

介護新規申請は全部で９０件ありますが、１位が認知症２０件、２位が筋骨格疾患、

その他で、同じくそれぞれ１８件、その次が脳梗塞・脳出血の脳血管疾患の１３件

と続いています。認知症２０件のうち８件がアルツハイマー認知症となっています。

介護認定は、原則１年ごとに認定の見直しを行いますが、更新時における原因疾患

は、平成２２年から現在まで認知症が１番となっています。最近の状況ですが、普

段の生活においては自立しておられ、隣近所の方と日常生活は普通に成り立つので、

認知症としての認識はないそうで、家族の方が以前と変わったなという形で介護申

請があったときに、かなり認知症が進んでいる状況が多いとのことです。特に最近

は妄想の状況が多いと地域包括支援センターの職員から話を聞いています。独居老

人や高齢者世帯のみの多い本町においては、潜在している軽度認知症の方も多く、

地域による見守りが必要不可欠であります。認知症は早期発見・早期治療が一番で

あります。早くわかれば投薬治療や生活環境の改善など症状の進行を遅らせること

ができます。特に認知症の多くを占めるとされているアルツハイマー型認知症では、

薬で進行を遅らせることが期待でき、早く使い始めること、健康で過ごせる時間を

長くすることができるとされています。認知症の早期発見には、本人や周囲の気づ

きが最も重要です。ちょっとおかしいなと感じられたときには、健康推進課や地域
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包括支援センターに御相談いただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） ありがとうございました。 

次に、今後におけます認知症徘徊高齢者及び認知症徘徊高齢者家族支援サービス

等における町の対策についてお伺いをしたいと思います。高森町の高齢化率につい

てですが、平成２８年１０月１日では４０％、熊本県下でも１０番目、それから阿

蘇郡内においても２番目という、大変高い数値を示しております。また、２０６０

年には人口が３,０００人を割り、高齢化率は５０％を超えると予想されておりま

して、超高齢化社会が訪れようとしております。高森町地域福祉プランによります

と、この数値から平成２５年時点では認知症の症状のある人は６５歳以上、人口の

７人から８人に１人の割合で認知症の症状が出るのではないかと、福祉プランのほ

うには書いてございます。認知症を抱える家庭におかれましては、大変御苦労もあ

ろうかと思います。今後における認知症徘徊高齢者及び認知症徘徊高齢者家族支援

サービス等におけます町の対策について、どのような考えでおられるのかをお伺い

したいと思います。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 阿南一也君。 

○健康推進課長（阿南一也君） ４番、興梠議員の質問にお答えします。 

現在の第６期の高森町高齢者福祉計画、介護保険事業計画において、認知症にな

っても住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、医療と介護が連携した

体制の構築を推進することとしています。また、認知症の早期発見・早期対応に向

けた取り組みの強化や認知症サポーターの要請及び活動の活性化を図り、地域全体

で認知症の人とその家族を支える体制の整備を推進することとしています。具体的

には、介護保険の第１号被保険者になる方を年４回に分けて説明会を開催していま

す。その際、介護保険制度の説明と併せて認知症の説明及び予防についての説明を

行っています。また、本年度から介護予防研修を行うようにしました。これは、現

時点で６５歳での運動機能や筋力測定を行い、５年後の７０歳のとき、その後の７

５歳の後期高齢者の説明会のときと５年ごとに行い、高齢者の健康管理につなげる

ための新しい取り組みでございます。また、平成２３年度から認知症に関する正し

い知識と理解を持ち、地域や職域で認知症の人や家族に対してできる範囲での手助

けをする認知症サポーターの要請にも取り組んでいます。これまで６５回開催、昨

年度も３回開催し、５４名の方々が受講されました。しかしながら、認知症サポー

ターとして登録され活動されている方はいらっしゃいませんので、今後サポーター
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として登録いただき、活動できる体制を図りたいと思います。 

また、平成２７年４月の介護保険法の改正で、すべての市町村で医師、保健師、

社会福祉士など、専門職からなる認知症初期集中支援チームを平成３０年４月まで

に設置しなければならないことになりました。本町におきましては、本年２月に南

阿蘇村、産山村、小国町、南小国町合同で連携して、この認知症初期集中支援チー

ムを立ち上げています。本年度は本町が幹事町村であります。この支援チームは、

認知症が疑われる方や認知症の方に初期の段階から関わり、適切な医療、介護サー

ビスにつなげることで在宅生活の継続を支援するものであります。町単独事業とい

たしましては、予防事業として友遊クラブと称して軽度の認知症、認知機能低下者

の方を対象として５カ月間週１回、脳機能活性化の訓練を行うものであります。参

加者におきましては、回復や機能向上が見られており、現在、総合事業の取り組み

として見直しを行っているところであります。 

また、介護サービスの中の福祉用具貸与で、ＧＰＳ端末についても取り扱うよう

にしましたので、家族の徘徊等でお困りの方につきましては、御相談いただきたい

と思います。 

併せて、認知症になりやすいメカニズムも高血糖・高血圧など、血管の老化等の

関係がわかってきました。今年も６月１９日から上色見より住民健診が始まります。

ぜひ住民の方々には、この住民健診を受けていただき、早期発見を行い、生活習慣

を改善していただきたいと思います。 

本年度においては、ふるさと納税を活用した保健福祉号の車両として２台、ラッ

キー号、ハッピー号を購入し、近日中に納車される予定です。また、保健師も充実

し、管理栄養士も配置しました。今後、地域の家庭訪問等に力を入れ、地域住民の

健康状況を把握し、介護や医療の問題改善につなげていきたいと思いますので、ラ

ッキー号、ハッピー号をお見かけしたときには、お気軽にお声かけいただきたいと

思います。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） 高森町での認知症の早期発見、それから早期対応についての取

り組み、それから地域全体での認知症の人との家族を支える体制の整備が推進され

ているということがよくわかりました。認知症になっても住み慣れた地域で安心し

て暮らすことができるためには、地域の皆さんの理解、それから手助けが必要にな

ってくるわけですけれども、町としては認知症サポーターの要請、それから認知症

初期集中支援チームの設置など、いろんな対策が講じられております。先ほどお話



 

－81－ 

がありました、この認知症初期集中支援チーム、２９年の２月に立ち上げられたと

いうことですが、活動の内容について少し説明をいただくならと思います。また、

先ほど説明がありましたＧＰＳ端末の福祉用具の貸与についても説明がありました

けれども、ＧＰＳ端末とはどういったものか、その端末についてちょっと詳しく説

明をいただくならと思います。 

また、現在、多数の地区におきまして自主防災組織が立ち上げられております。

自分たちの地域の現状を見ますことによりまして、高齢者世帯の見守り活動や生活

支援の必要性を感じておられることと思います。地域におきましては、食べ物の差

し入れをしたくても、長く保存されて、その食べ物が悪くなりはしないかとか、一

人で見守り活動に行くのもちょっとというようなことで、またどこまで手を差しの

べていいかわからないといったような声も聞きます。自主防災組織において、社会

福祉協議会が主体となって現在活動されておりますけれども、町としまして自主防

災組織の役割等を今後どのように考えておられるのか、３点お伺いをしたいと思い

ます。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 阿南一也君。 

○健康推進課長（阿南一也君） 認知症初期集中支援チームについては、平成２９年２

月に立ち上げたもので、３月に最初の認知症初期集中支援チーム会議を阿蘇やまな

み病院で開催しております。本年度におきましては、３カ月に１回程度定例のチー

ム員会議や勉強会の開催、また必要に応じて個別チーム員会議や専門医、専門職員

の派遣依頼をお願いしております。 

次に、ＧＰＳ端末についてですが、ＧＰＳとは興梠議員も御存知だと思いますが、

人工衛星を利用した位置計測システムです。端末機を利用者が常に持ち歩くカバン、

つえ、靴などに取り付けて、歩く振動により電波を発信することで、その人の位置

をパソコンやスマートフォンのタブレット端末で確認できるものです。ケアマネー

ジャーからの要望もあり、先月５月から本町でも介護サービスの中の福祉用具での

貸与ができるようにしておりますが、期間が短く、現在のところ、貸与実績はあり

ません。利用者負担につきましては、介護保険が適用になれば基本的にはレンタル

費用の１割負担となります。用具の種類や事業者により、当然金額は異なります。 

最後に、自主防災組織についてですが、現在、自主防災組織は２１組織あります。

議員さんも御承知のように、自主防災組織は地域住民が協力、連携し、災害時にお

いて自分たちの地域は自分たちで守るために活動することを目的に結成した組織で

あります。一部の自主防災組織では、災害時のみならず、日常生活において心配な
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方の見守り活動、支え合いの体制づくりに取り組んでいるところであります。高森

町社会福祉協議会においても、今年度地域支え合いマップ作成、見守り支え合い体

制づくりを重点目標にすると聞いております。本町といたしましても、関係機関と

協議しながら、現在のやまびこネットワークシステムの充実を図り、住み慣れた地

域で安心していきいきと生活できるよう近隣の住民が主体となり、地域ぐるみで温

かい見守り、支えていく地域づくりの推進を図りたいと思います。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君。 

○４番（興梠壽一君） つい最近、私も高齢者を保護した経緯がございまして、今回の

質問にさせていただきました。また、私の母も要介護３ということで、大変な時期

もありまして、そのときは周りの方や梅香苑等の施設の方に随分助けられまして、

今でも感謝の気持ちを忘れることはできません。また、私もあと２、３年をします

と高齢者の仲間入りをします。認知症にならないために、先ほど説明があった町の

取り組み等、大いに利用していきたい、予防をしなければならないというふうなこ

とを思っております。 

それから、ＴＰＣで現在放映されております「なんさま体操」、この番組につい

ては、高齢者の方に大変人気がある番組だとお聞きしております。これと併せまし

て、今、いろんな話がございましたけれども、認知症予防や接し方などを、先ほど

話しました風まる一座の寸劇等などを交えてですね、ＴＰＣで放映等ございますな

ら、あるなら町民の方も有効に活用されるかと思いますので、今後よろしくお願い

を申し上げまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（田上更生君） ４番 興梠壽一君の質問を終わります。 

お諮りします。しばらく休憩したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。しばらく休憩いたします。１１時２５分

より再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１２分 

再開 午前１１時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 休憩前に引き続き会議を行います。 

一般質問を続けます。 

６番、立山広滋君。 
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○６番（立山広滋君） 皆さん、こんにちは。６番 立山です。私は今回、ちょうど１

０年前の平成１９年６月の初当選時、初質問をした公営住宅について、１０年ぶり

に再度質問をいたします。 

私が当時、調査したところ、町内には団地棟戸数が１８団地、９２棟、２５８戸

ありまして、一番古い順から昭和２６年と同３０年に建築された横町団地３棟６戸、

同３２年の草部の社倉団地３棟４戸、この草部団地につきましては、平成２１年度

に払い下げが行われております。同３７年の村中団地、２棟２戸、同４０年の山王

園団地５棟９戸、同４２年の村中団地４棟８戸、同４３年から４５年の村中Ｂ団地

５棟１９戸、同４３年から５１年の中川原団地１１棟４４戸等でありました。そこ

で、現在の団地と戸数の変化はどのようになっているのか、お答えいただきたいと

思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） こんにちは。６番 立山議員の質問にお答えいたします。 

現在、町営住宅の管理については、電算システムにおいて管理しておりまして、

それで管理しております住宅は現在２０団地、８５棟、２５３戸となっております。

議員が言われましたように、草部の社倉団地におきましては、平成２１年度払い下

げを行っておりまして、現在廃止しております。また、住宅の内訳につきましては、

公営住宅７７棟、２３４戸、特定公共賃貸住宅３棟、６戸、貸付住宅５棟、１３戸

で、６月１日現在の入居戸数は２３９戸で５２７人の方が入居されております。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君。 

○６番（立山広滋君） １０年前と戸数に関しては５戸減っておるということで、さほ

ど変化はないということですね。それでは、続きまして県や市町村において、この

公営住宅の法的基準、例えば高森町では面積がどのぐらいあるから何戸以上設けに

ゃいかんとか、人口比で約６,５００名いらっしゃいますけれども、６,５００名の

人口ではこのくらい戸数が必要だという、そのような整備基準はあるのか、お伺い

いたします。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） 公営住宅の法的基準につきましては、公営住宅法第２条第

２号の規定に、地方公共団体が建設、買い取り、または買い上げを行い、低所得者

の方に賃貸し、または転貸するための住宅及びその附帯施設で、公営住宅法の規定

による国の補助に関わるものとありまして、健康で文化的な生活を営める住宅を整

備し、これを住宅に困窮する低所得者の方に対して安い家賃で賃貸することにより、
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住民の生活の安定と社会福祉の増進に寄与することが目的とされております。また、

言われました整備基準につきましては、国土交通省令で床面積が２５平米以上、バ

リアフリー対策であること、また台所、洗面設備、浴槽等の設備があること等が定

めてあります。議員が言われましたように、人口や面積を基準とした整備規模につ

きましては、県にも確認いたしましたが、規定はありませんでした。それぞれの自

治体が住民、特に低所得者の方等のニーズにより整備を行うこととなっております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君。 

○６番（立山広滋君） 今、課長の答弁によると、生活の安定と社会福祉の増進に寄与

することということが目的で上げられておりますけれども、それでは平成１７年２

月の高森町公営住宅ストック総合活用計画はどういった目的で策定されているので

しょうか。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） 平成１７年２月に策定されております高森町公営住宅スト

ック総合活用計画は、既存の公営住宅の有効活用を前提に、建て替え、用途廃止、

改善、維持保全などの適切な整備方法を選択し、効率的な公営住宅の供給を行うこ

とを目的に、長期的な整備方針が定められております。計画策定にあたっては、土

地利用の規制誘導、道路公園等の市街地整備、福祉施策との連携を図りながら、国

・県及び町の上位関連計画に即して住宅や住環境の整備及び施策を推進することを

目的として策定されております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君。 

○６番（立山広滋君） 今、課長の答弁によりますと、建て替え等、適切な整備方法を

選択し、長期的な整備方針が示されているということでございましたけれども、こ

の総合活用計画以後の整備はどのような事業が行われたのか、詳細に説明をいただ

きたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） 総合活用計画策定後の整備計画としましては、まず平成２

２年度に町営住宅全戸に寝室等の主要な部屋に総数で７９２個の火災報知器を設置

しております。また、平成２４年度の９月に須坂団地２４戸を対象として８５人槽

の浄化槽設置が行われております。さらに平成２６年度からは１０カ年の計画で木

造住宅の外壁塗装を行っております。昨年度までの３カ年で、下町団地１６戸の外
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壁塗装を終了している状況であります。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君。 

○６番（立山広滋君） 今、平成２２年度に火災報知器が全戸設置ということですね。

それと２４年度の須坂団地２４戸の８５人槽の浄化槽の設置、それと２６年度から

１０カ年計画で木造住宅の外壁塗装を行っているということでございましたけれど

も、昨年発生しました熊本地震で、この発生による計画の変更はあっているのか、

お答えいただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） 熊本地震により仮設住宅とか、復興住宅等の建設予定等は

ありませんでしたので、現時点で地震を起因とする計画の変更は行っておりません。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君。 

○６番（立山広滋君） 続きまして、このストック総合活用計画の中でも計画がなされ

ているかと思いますけれども、集合住宅の必要性、必要でありますけれども、公営

住宅をコンパクト化するということで、例えば３つぐらいの公営住宅があるかと思

いますけれども、それを１カ所、１カ所にまた新しく建設するんじゃなくて、その

３カ所の公営住宅をどこか１つにまとめてコンパクト化するというような構想と団

地のこの集約化をどう考えていらっしゃるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） 団地の集約化については、例えば建物の老朽化が激しい団

地、床面積が狭い住宅の団地、敷地狭く不便な団地等を広い敷地で交通の利便性も

よい場所に集約してまとめることによりまして、生活環境の向上と住宅管理の効率

化等を同時に図ることができる事業であると考えております。さらに、集約した団

地に隣接する場所等に福祉施設や避難所施設等を整備することにより、機能的な団

地が形成されることが見込まれます。各団地の効率的経営のための集約化について

は、今後、集約化計画なるものを策定して、整備の検討も必要と思われます。 

また、現在の町営住宅の運営について抱える大きな課題としましては、建物の老

朽化と居住者の高齢化、待機者対策の３点が上げられると思います。建物の老朽化

に関しましては、築後約５０年以上経過したものが６団地、約９０戸ありまして、

維持管理費も毎年大きな経費を要しております。また、居住者の高齢化につきまし

ては、６５歳以上の高齢者の方が暮らす世帯が全体の約３７％に上ります。待機者
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につきましても、毎年約１０世帯程度の入居を待つ方が発生しております。今後、

この３つの課題と議員が言われました団地の集約化等も踏まえて、どのように対処

していくかが重要と考えております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君。 

○６番（立山広滋君） 集約化はぜひとも今後、いろんな大きな課題、この３つ上げら

れましたけれども、建物の老朽化、居住者の高齢化、待機者対策のこの３点を上げ

られましたけれども、これと一緒に集約化、コンパクト化を今後重要な課題として

検討していただきたいと思います。 

それと、この総合活用計画の中のデータがありますけれども、公営住宅居住者の

意向調査が出ておりますけれども、それをどう捉えていらっしゃるのか。また、そ

の後の意向調査ですね、平成１７年以降の意向調査が行われているならば、前回の

調査との変化はあるのか、お願いいたします。 

○議長（田上更生君） 建設課長 沼田勝之君。 

○建設課長（沼田勝之君） 居住されている方の意向調査は、平成１７年２月の総合活

用計画の策定時に行われ、その後は平成２３年の６月にも行われております。平成

１７年２月の総合活用計画での意向調査の項目といたしましては、住宅、住環境の

評価、転居の意向、団地の建て替え・改善等の問いがありまして、それぞれ住宅・

住環境の評価について満足度が高いものは「日当たりがよい、風通しがよい」につ

いてが約１８％、「住宅の広さ・部屋数」が約１７％、「トイレの設備」が約１１％

となっております。 

次に、転居の意向につきましては、「住み続けたい」と「しばらく住みたい」が

合わせまして約７６％ありまして、「いずれ転居したい」と「すぐにでも転居した

い」が約１９％となっております。 

次に、団地の建て替え、改善の項目についてが、「建て替えが必要」と「改善が

必要」が約４７％であり、「どちらも必要ない」が４２％となっており、きっ抗す

る結果となっております。 

また、その後の意向調査は、先ほども言いましたが平成２３年の６月に行われて

おり、住宅・住環境についての満足度評価が高いものは、やはり「日当たり・風通

しについて」が約３５％、「住宅の広さ・部屋数」が約３２％、「台所の設備・広

さ」が約２５％となっており、前回と同じような住環境の項目において満足度が高

い結果となっております。 
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次に、転居の意向につきましては、「住み続けたい」と「しばらく住み続けた

い」が合わせて約７８％であり、「いずれ転居したい」と「すぐにでも転居した

い」が約２２％となっておりこちらも前回と同じような結果が出ております。 

次に、団地の建て替え、改善の項目につきましては、平成２３年度の調査では、

老朽団地世帯の調査となっておりまして、「現在の場所で建て替え・改善した団地

に住みたい」が約４９％であり、「できるだけ今の家賃で現在の団地に住みたい」

が約１９％となっております。このような結果から、建て替え・改善を希望します

が、できるだけ家賃はそのままで、現在の団地に住みたいという結果となっており

ます。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君。 

○６番（立山広滋君） このストック総合活用計画、入居者の方のデータを今、課長の

ほうからいろいろ詳細に述べていただきましたけれども、２回とも前回とデータ的

にはさほど変わりがないということで、今、課長のほうが最後のほうにおっしゃい

ましたけれども、建て替え等を希望しますけれども、できるだけ家賃はそのままと

いうことで現在の団地に住み続けたいという意向調査なんですけれども、いろいろ

今、建設課長に答弁いただきましたけれども、最後に町長にお尋ねいたします。現

時点での今後の公営住宅に対する考えはどうなんでしょうか。お答えいただきたい

と思います。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ６番 立山議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

縷々御質問がございまして、課長のほうが御説明をされたと思います。私自身の

公営住宅に対する考え方は、今、答弁の中でもありましたが、私はやはり町民の皆

様にもまずはしっかり現状と今後、このことをしっかりまず伝えることからスター

トしなければいけないと思っております。これは、公営住宅も一緒ですし、先ほど

冒頭で御挨拶の時間をいただきました、公共施設も同じではないかなと思っており

ます。興梠議員の御質問にもありました、高齢化率が県内で１０番目、阿蘇郡市内

では２番目、４０％を超えていると。平成２９年度の今の段階ででございます。問

題視されている平成３５、３６年、２０２５年であったり、２０３０年のときの人

口統計も出ております。一気に人口が減少すると、もうはっきりしているわけなん

です。それと同時に、今持っている、例えば高森温泉館等、公共施設をどうするか

というところをそこで考えても仕方ないでしょうということと同時に、今、議員が
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私に意見を求められている町営住宅、公営住宅に関しても私は同じ点かなと思って

おります。その中で住まわれている方は、建て替えはしてほしいが、家賃が上がる

のであればそれは厳しいと、当然でございます。住まわれている方は高齢者が多い

わけでございまして、待機されている方もそうである方が多いというふうにお聞き

しているところでございます。将来は、これを解決する方法というのは、まずは今

私が単に述べていることをわかりやすく住民の方にも理解をしていただいて、そし

て行政として建て替えるのは、やろうと思えばできます。でも家賃が上がれば、そ

れはよくないと。だったら、建てられないでしょうと。しかも建てるときにお金が

いるわけでございます。これは莫大な建設費用が公営であればあるほどいるわけな

んです。ですので、私としては近い将来、民間活力、要は民間の建設をされるもの

を利用した住宅確保の方向性であったり、そういうところをしっかり出していくべ

き、高森町のみならず、私はこれは全自治体同じじゃないかなと思っています。そ

のときに必要なことは、高齢者の世帯の方、それと同時に考えなければいけないの

は、将来の町の、市町村の、自治体の中心の人となる子供世代、子育て世帯の公営

住宅、そして高齢者の公営住宅というのを同時に考えていかなければいけないので、

やはり民間の活力を利用するプロジェクト等々が、私は解決する方法はそこしかな

いのではないかなというふうに考えております。その前段として、行政としてこの

公営住宅の集約化計画、要は集約化をしなければいけないのかどうなのかというこ

とも含めまして、この計画を策定するべきというふうに判断いたしております。こ

れは、今年度中に指示を出して、速やかにやはりこの計画をまず必要かどうか、そ

してその内容についてもどうなのかということを職員の皆様と話しながら、策定の

方向に向かっていきたいというふうに考えているところでございます。本当に、今、

古い建物が多うございます。熊本地震で大きなダメージを受けなかったことは奇跡

ではなかろうかと。もしくは、本当に断層から離れていた、ただそれだけのことで

よかったというところもあるかもしれません。ですので、やはり行政といたしまし

ては、その補強も含めまして、今あるこの施設に対する対策も同時に行っていきた

いと思いますので、議会にもしっかり予算のこともお願いをしながら理解をいただ

ければというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君。 

○６番（立山広滋君） 最後に、町長の答弁をいただきましたけれども、３点のことを

おしゃいました。現状と今後を住民の方々に伝えて理解してもらうということです
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ね。それと、２つ目が民間活力を利用するということ。最後に、今年度中にコンパ

クト化も含めて計画策定を指示するということでございました。特に２５０数戸の

方が、その中で生活していらっしゃいますけれども、ＱＯＬ、生活の質が向上する

ような施策を今後とも進めていただきたいと思います。 

これで、私の質問を終わります。 

○議長（田上更生君） ６番 立山広滋君の質問を終わります。 

これで一般質問は終了しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会いたします。 

お疲れさまでございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時５０分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） おはようございます。 

これから本日の会議を開きます。 

お諮りします。お手元に配付してあります日程にしたがって議事を進めたいと思

います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。それでは、日程にしたがって議事を進め

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 付託案件の委員長報告並びに採決について 

○議長（田上更生君） 日程第１、付託案件の委員長報告並びに採決についてを議題と

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第４０号 平成２９年度高森町一般会計補正予算について 

○議長（田上更生君） 議案第４０号、平成２９年度高森町一般会計補正予算について

は、各常任委員会に付託してありましたので、各委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 芹口誓彰君。 

○総務常任委員長（芹口誓彰君） ５番 芹口です。 

総務常任委員会に付託されました、議案第４０号、平成２９年度高森町一般会計

補正予算については、６月１２日に委員会を開会し、総務課より佐藤課長及び担当

係長、ＴＰＣ事務局より馬原局長、岩下次長及び担当係長、政策推進課より馬原課

長、橋本審議員及び担当係長、生活環境課より田上課長及び担当係長、税務課より

松本課長、丸山課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に説明を受け、審議いた

しました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしました。 

以上、報告を終わります。 

○議長（田上更生君） 文教厚生常任委員長 立山広滋君。 

○文教厚生常任委員長（立山広滋君） おはようございます。６番 立山です。 

文教厚生常任委員会に付託された、議案第４０号、平成２９年度高森町一般会計

補正予算については、６月９日に委員会を開催し、教育委員会事務局より佐藤教育

長、東事務局長、古庄審議員、後藤次長及び担当主事、住民福祉課より佐伯課長、

高崎課長補佐及び担当係長、健康推進課より阿南課長、野中課長補佐及び担当係長
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に出席を求め、詳細に説明を受け、審議いたしました結果、全委員異議なく可とす

ることに決定いたしました。 

以上、報告を終わります。 

○議長（田上更生君） 建設経済常任委員長 後藤三治君。 

○建設経済常任委員長（後藤三治君） おはようございます。３番 後藤です。 

建設経済常任委員会に付託されました議案第４０号、平成２９年度高森町一般会

計補正予算については、６月１３日に委員会を開催し、農林政策課より後藤課長、

荒牧審議員及び担当係長、建設課より沼田課長、野尻課長補佐及び担当係長に出席

を求め、詳細に説明を受け、審議いたしました結果、全委員異議なく可とすること

に決定をいたしました。 

以上、報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 各常任委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。本案については、各委員長の報告のとおり決定したいと思います。

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４０号、平成２９年

度高森町一般会計補正予算については、各委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第４１号 平成２９年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算について 

○議長（田上更生君） 議案第４１号、平成２９年度高森町簡易水道事業特別会計補正

予算については、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を

求めます。 

建設経済常任委員長 後藤三治君。 

○建設経済常任委員長（後藤三治君） ３番 後藤です。 

建設経済常任委員会に付託されました議案第４１号、平成２９年度高森町簡易水

道事業特別会計補正予算については、６月１３日に委員会を開催し、建設課より沼
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田課長、野尻課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に説明を受け、審議いたし

ました結果、全委員異議なく可とすることに決定いたしました。 

以上、報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４１号、平成２９年

度高森町簡易水道事業特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 特別委員長報告について 

○議長（田上更生君） 日程第２、特別委員長報告についてを議題とします。 

地方創生特別委員長 森田勝君。 

○地方創生特別委員長（森田 勝君） おはようございます。 

地方創生特別委員会の報告をいたします。 

地方創生特別委員会を６月１４日に開催し、政策推進課及び農林政策課より、馬

原課長、橋本審議員及び各係長より平成２８年度中に事業が実施された地方創生加

速化交付金事業の報告を受けました。報告内容につきましては、地方創生加速化交

付金を活用した事業は６事業で、そのうち観光立町推進人材育成事業及び商品開発

等新規販売開拓事業の２事業が町単独、その他４事業は他市町村との広域連携との

ことで、事業総額は７,７６８万５,０００円とのことでした。委員からは「交付金

が活用できる事業は平成２８年で終了するが、各事業の継続は」との質問に対し、

「１事業は収益性を確保しながら事業継続、４事業は平成２９年度も予算計上して

おり、こちらも継続して事業を実施、残りの１事業については事業の成果があった

ので２８年度で終了します」との担当からの回答がありました。 
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以上、地方創生特別委員会の報告とさせていただきます。 

○議長（田上更生君） 災害対策特別委員長 本田生一君。 

○災害対策特別委員長（本田生一君） おはようございます。８番 本田です。 

災害対策特別委員会から報告をいたします。 

本定例会におきましては、災害対策特別委員会の招集は行いませんでしたけれど

も、３月の定例会で説明がありました熊本地震に係る高森町復旧復興計画に基づく

事業の進捗については、引き続き注視していきたいと思います。特に南阿蘇鉄道の

復旧につきましては、本町議員と南阿蘇村の議員との合同の協議会を立ち上げ、先

般新聞報道等もありました、南阿蘇鉄道再生協議会とともに創造的復興を目指した

協議を重ねていくところであります。これから本格的な梅雨の時期を迎えます。災

害発生の際には早期の復旧のため迅速に委員会を招集、協議を行うことといたして

おります。 

以上、報告をいたします。 

○議長（田上更生君） 議会広報特別委員長 興梠壽一君。 

○議会広報特別委員長（興梠壽一君） おはようございます。４番 興梠です。 

議会広報特別委員会の報告をいたします。 

議会広報特別委員会を６月１５日に開催し、議会広報「絆」第６７号の発行内容

やスケジュールについて協議を行いました。内容については、６月定例会初日の質

疑、平成２９年度一般会計補正予算及び一般質問を中心に取り上げ、町民の皆様へ

わかりやすくお知らせする予定です。今回は、８月１日発送となっておりますので、

議員各位の御理解と御協力をお願いいたします。 

以上、報告を終わります。 

○議長（田上更生君） 以上で特別委員長の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 委員会の閉会中の継続調査申出書について 

○議長（田上更生君） 日程第３、委員会の閉会中の継続調査申出書についてを議題と

します。 

各常任委員長並びに議会運営委員長から、所管事務及び所掌事務のうち、会議規

則第７５条の規定によって、お手元に配布したとおり、閉会中の継続調査の申し出

があっております。 

お諮りします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御

異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長の申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） これで、本日の日程は全部終了しました。 

一言御挨拶申し上げます。 

６月定例会、大変お疲れでございました。冒頭に梅雨に入ったというような報道

がありましたけれども、その後、少量の雨というようなことでずっと晴天続きでご

ざいます。ただ、梅雨末期、６月の後半から７月の中旬まではまだまだ梅雨の時期

というようなことで、昨年地震後の梅雨時期の豪雨災害等も懸念されるところでご

ざいます。本年度もまたその梅雨末期の後半の豪雨等に注意が必要ではないのかな

というふうに思っております。今回、一般質問の中でも防災対策等についても御質

問等がありました。住民の皆さんが本当に安心して、そういうときも安心して暮ら

せるような体制を常時備えていただいて、また地域には自主防災組織等もございま

す。各地域で今最近、防災訓練等も予定されている地域防災等の計画等もあります

ので、どうぞまたその中でしっかりとした提案発言も、議会の皆さん方もしっかり

とその中でしていただきながら、まず自分の命を守る自助、そしてまた地域の皆さ

ん方が共に助け合って守る共助という部分でしっかりと地域に根ざしたものになり

ますように、そしてまた町民の皆さん方が本当に安心して、安全で暮らしていける

町になりますように、皆さん方の最大限の御努力をお願いしたいというふうに思い

ます。 

大変とりとめのない御挨拶になりましたけれども、御挨拶に代えさせていただき

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） それでは、会議を閉じます。 

平成２９年第２回高森町議会定例会を閉会いたします。 

お疲れさまでございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１０時１５分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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